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総合科学部の英語表記の頭文字「IAS」をモチーフに、人と人を
つなぐかたちを描きながら、奥行きのある「諸科学の融合」を

表現したシンボルマーク。「諸科学の融合」は「人と人との和合」

「世界中の人々の融和」につながっていくことに期待を込めて

いる。

前　期（４月１日～９月３０日）

４月５日㈫から４月１日㈮春季休業

４月６日㈬入学式・新入生オリエンテーション

４月11日㈪授業開始

４月22日㈮から４月４日㈪履修登録期間（Web登録期間）

５月６日㈮から４月25日㈪履修登録確認期間（Web修正期間）

５月20日㈮履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

７月４日㈪から７月１日㈮学位論文（博士）提出期間（９月修了）

７月21日㈭から７月１日㈮学位論文（修士）提出期間（９月修了）

８月５日㈮から７月25日㈪総括授業・定期試験期間

８月31日㈬から８月６日㈯夏季休業期間

９月下旬修了式（９月修了）

後　期（１０月１日～３月３１日）

10月３日㈪授業開始

10月７日㈮から９月26日㈪履修登録期間（Web登録期間）

10月24日㈪から10月11日㈫履修登録確認期間（Web修正期間）

10月28日㈮大学祭準備のため休業

10月30日㈰から10月29日㈯大学祭（休業日）

11月１日㈫授業振替日（水曜日）

11月２日㈬開学記念日（休業日）

11月11日㈮履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

１月７日㈯から12月25日㈰冬季休業期間

１月10日㈫授業振替日（金曜日）

１月13日㈮大学入試センター試験場設営のため休業

２月３日㈮から２月１日㈬学位論文（修士）提出期間（３月修了）

１月19日㈭から１月４日㈬学位論文（博士）提出期間（３月修了）

２月15日㈬授業振替日（金曜日）

２月15日㈬から２月１日㈬総括授業・定期試験期間

３月23日㈭修了式

３月31日㈮から３月25日㈯学年末休業期間
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徳島大学大学院総合科学教育部　担当教員一覧

博士前期課程地域科学専攻

 石　田 　 啓　祐 
イ シ ダ  ケ イ ス ケ

 石　田 　 和　之 
イ シ ダ  カ ズ ユ キ

 石　川 　 榮　作 
イ シ カ ワ  エ イ サ ク

 井　澤 　 健　一 
イ ザ ワ  ケ ン イ チ

 荒　木 　 秀　夫 
ア ラ キ  ヒ デ オ

教 授

 大　橋 　　　 眞 
オ オ ハ シ  マコト

 上　野 　 加代子 
ウ エ ノ  カ ヨ コ

 今　井 　 昭　二 
イ マ イ  シ ョ ウ ジ

 石　田 　 基　広 
イ シ ダ  モ ト ヒ ロ

 石　田 　 三千雄 
イ シ ダ  ミ チ オ

 片　山 　 真　一 
カ タ ヤ マ  シ ン イ チ

 小　山 　 保　夫 
オ ヤ マ  ヤ ス オ

 小　野 　 公　輔 
オ ノ  コ ウ ス ケ

 小笠原 　 正　道 
オガサワラ マ サ ミ チ

 大　渕 　　　 朗 
オ オ ブ チ  アキラ

 佐　藤 　 充　宏 
サ ト ウ  ミ ツ ヒ ロ

 齊　藤 　 隆　仁 
サ イ ト ウ  タ カ ヒ ト

 小　山 　 晋　之 
コ ヤ マ  ク ニ ユ キ

 栗　栖 　　　 聡 
ク リ ス  サトシ

 岸　江 　 信　介 
キ シ エ  シ ン ス ケ

 日　置 　 善　郎 
ヒ オ キ  ゼ ン ロ ウ

 浜　野 
ハ マ ノ

　 龍　夫 
タ ツ オ

 豊　田 　 哲　也 
ト ヨ ダ  テ ツ ヤ

 玉 　　　 真之介 
タマ シンノスケ

 高　橋 　 晋　一 
タ カ ハ シ  シ ン イ チ

 真　岸 　 孝　一 
マ ギ シ  コ ウ イ チ

 真　壁 　 和　裕 
マ カ ベ  カ ズ ヒ ロ

 伏　見 　 賢　一 
フ シ ミ  ケ ン イ チ

 平　木 　 美　鶴 
ヒ ラ キ  ミ ツ ル

 平　井 　 松　午 
ヒ ラ イ  シ ョ ウ ゴ

 三　好 　但 　和
ミ ヨ シ

     
ノ リ カ ズ

 宮　崎 　昼 　義
ミ ヤ ザ キ

     
タ カ ヨ シ

 三　浦 　　　 哉 
ミ ウ ラ  ハジメ

 眞　弓 　 浩　三 
マ ユ ミ  コ ウ ゾ ウ

 松　尾 　 義　則 
マ ツ オ  ヨ シ ノ リ

 吉　田 　 敦　也 
ヨ シ ダ  ア ツ ヤ

 横井川 　 久己男 
ヨコイガワ ク ミ オ

 守　安 　 一　峰 
モ リ ヤ ス  カ ズ ミ ネ

 村　田 　 明　広 
ム ラ タ  ア キ ヒ ロ

 村　上 　 公　一 
ム ラ カ ミ  コ ウ イ チ

 渡　部 　　　 稔 
ワ タ ナ ベ  ミノル

 依　岡 　 隆　児 
ヨ リ オ カ  リ ュ ウ ジ

 葭　森 　 健　介 
ヨ シ モ リ  ケ ン ス ケ

 川　上 　 竜　巳 
カ ワ カ ミ  リ ュ ウ シ

 金　丸 　　　 芳 
カ ネ マ ル  カヲリ

 掛　井 　 秀　一 
カ ケ イ  ヒ デ カ ズ

 上　原 　 克　之 
ウ エ ハ ラ  カ ツ ユ キ

 青　矢 　 睦　月 
ア オ ヤ  ム ツ キ

准 教 授

 田　口 　 太　郎 
タ グ チ  タ ロ ウ

 佐　原 　　　 理 
サ ハ ラ  オサム

 佐　藤 　 征　弥 
サ ト ウ  マ サ ヤ

 佐　藤 　 高　則 
サ ト ウ  タ カ ノ リ

 河原崎 　 貴　光 
カワラサキ タ カ ミ ツ

 内　藤 　 直　樹 
ナ イ ト ウ  ナ オ キ

 富　塚 　 昌　輝 
ト ミ ツ カ  マ サ キ

 塚　本 　 章　宏 
ツ カ モ ト  ア キ ヒ ロ

 趙 　　　　　 
チョウ

 　 
タン

 土　屋 
ツ チ ヤ

　　　 敦 
アツシ

 服　部 　 武　文 
ハ ッ ト リ  タ ケ フ ミ

 蓮　沼 　　　 徹 
ハ ス ヌ マ  トオル

 西　山 　 賢　一 
ニ シ ヤ マ  ケ ン イ チ

 中　山 　 慎　一 
ナ カ ヤ マ  シ ン イ チ

 中　村 　　　 豊 
ナ カ ム ラ  ユタカ

 山　本 　　　
ヤ マ モ ト

 孝 
タカシ

 山　城 　　　 考 
ヤ マ シ ロ  タダシ

 矢　部 　 拓　也 
ヤ ベ  タ ク ヤ

博士前期課程臨床心理学専攻

 山　本 　 真由美 
ヤ マ モ ト  マ ユ ミ

 佐　藤 　 健　二 
サ ト ウ  ケ ン ジ

 上　岡 　 義　典 
ウ エ オ カ  ヨ シ ノ リ

教 授

 福　森 　 崇　貴 
フ ク モ リ  タ カ キ

 佐　藤 　　　 裕 
サ ト ウ  ユタカ

 境 　　　 泉　洋 
サカイ モ ト ヒ ロ

 内　海 　 千　種 
ウ チ ウ ミ  チ グ サ

准 教 授

 山　本 　 哲　也 
ヤ マ モ ト  テ ツ ヤ

特任講師

博士後期課程地域科学専攻

 小　山 　 保　夫 
オ ヤ マ  ヤ ス オ

 小笠原 　 正　道 
オガサワラ マ サ ミ チ

 大　橋 　　　 眞 
オ オ ハ シ  マコト

 上　野 　 加代子 
ウ エ ノ  カ ヨ コ

 今　井 　 昭　二 
イ マ イ  シ ョ ウ ジ

教 授
 平　井 　 松　午 
ヒ ラ イ  シ ョ ウ ゴ

 浜　野 　 龍　夫 
ハ マ ノ  タ ツ オ

 玉 　　　 真之介 
タマ シンノスケ

 高　橋 　 晋　一 
タ カ ハ シ  シ ン イ チ

 岸　江 　 信　介 
キ シ エ  シ ン ス ケ

 宮　崎 　昼 　義
ミ ヤ ザ キ

     
タ カ ヨ シ

 三　浦 　　　 哉 
ミ ウ ラ  ハジメ

 眞　弓 　 浩　三 
マ ユ ミ  コ ウ ゾ ウ

 松　尾 　 義　則 
マ ツ オ  ヨ シ ノ リ

 真　壁 　 和　裕 
マ カ ベ  カ ズ ヒ ロ

 依　岡 　 隆　児 
ヨ リ オ カ  リ ュ ウ ジ

 横井川 　 久己男 
ヨコイガワ ク ミ オ

 山　本 　　　 孝 
ヤ マ モ ト  タカシ

 服　部 　 武　文 
ハ ッ ト リ  タ ケ フ ミ

 土　屋 　　　 敦 
ツ チ ヤ  アツシ

 田　口 　 太　郎 
タ グ チ  タ ロ ウ

 掛　井 　 秀　一 
カ ケ イ  ヒ デ カ ズ

准 教 授
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学 生 生 活 に つ い て

　徳島大学では，皆さんが充実した学生生活を送ることができるように，様々な支援体制をとってい

ます。この冊子によく目を通し，有意義な学生生活を送るための参考にしてください。

　なお，奨学金制度などについては学務部発行の『学生生活の手引』にも詳しく紹介されていますの

で，併せてよく読んでおいてください。

　

学生への連絡方法／大学の連絡先

　　皆さんに対する通知や連絡（講義室の変更，試験，休講，呼び出しなど）は，すべて掲示によっ

て伝えられます。常に所定の掲示板（総合科学部学務係前）を一日に一回は必ず見るようにして，

自己に不利な結果を招かないように注意してください。また，総合科学部のホームページ

（http://www.tokushima-u.ac.jp/ias/）や，学生用教務事務システムにも主要な事項が掲載されています。
　　緊急連絡が必要な場合等には，学務係まで連絡してください。

　　総合科学部事務課学務係（総合科学部１号館１階）　TEL. ０８８－６５６－７１０８
　 

学生証の交付（学務部）

　　学生証は，本学の学生であることの証明ですから，常に携帯して，紛失等には十分気をつけてく

ださい。学生証を所持していないと，講義室，研究室，図書館，情報センターなどの本学施設が利

用できなかったり，証明書等の交付や試験が受けられない場合があります。紛失した場合には，直

ちに学務部教育支援課教務・情報係（教養教育４号館１階）へ届け出て再交付を受けてください。

　

総合相談部門（学生相談）

　　総合相談部門は，学生からのあらゆる相談，修学・履修，進路・就職，人間関係，精神的な問題，

法律関係やキャンパス・ハラスメントなど，悩みや問題が大きくなる前に，お話を聞きながら少し

でも悩みや問題が軽減できるよう一緒に考えていきます。秘密は厳守されますので，安心して相談

してください。

　　（教養教育５号館１階）　開室時間：月～金　８：３０～１７：１５

　　　　TEL. ０８８－６５６－７６３７　　メール　hscc.counseling@tokushima-u.ac.jp
　

変更届（総合科学部事務課学務係）

　　身上調書に記入した事項を変更した場合は１週間以内に届けてください。 
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授業料免除（学務部）

　　経済的理由により授業料の納付が困難で，かつ，人物・学業成績ともにすぐれていると認められ

る者には選考のうえ，授業料の全額又は半額が免除されることがあります。授業料免除を希望する

学生は申請書の交付を受け，所定の期間内に提出してください。

　◎　授業料免除提出期日

　　　前期分　　掲示・申請用紙配布　２月上旬～　　　申請書受付　３月上旬～中旬

　　　後期分　　掲示・申請用紙配布　７月下旬～　　　申請書受付　９月上旬～中旬

　

奨学金制度（学務部）

　　人物・学業ともに特に優れ，かつ健康であって，大学院において研究を継続するために，奨学金

が必要と認められる学生に対しては，選考のうえ，日本学生支援機構から奨学金が貸与されます。

また，その他の奨学生募集についてもそのつど掲示します。なお，奨学生募集は，４月から５月上旬

に集中しますので，掲示の見忘れのないよう留意してください。大学院において第一種奨学金の貸

与を受けた学生であって，在学中に特に優れた業績を挙げた者に関しては，専攻分野に関する論文

やその他の文部科学省令で定める業績を総合的に評価することにより，貸与期間終了時に返還免除

が受けられる場合があります。

　

学生教育研究災害傷害保険（学務部）

　　この保険は，学生が教育研究活動中及び通学中等に，不慮の災害事故により身体に傷害（ケガ）

を被った場合の災害補償制度です。（詳しくは約款によります）

　　事故発生の日から３０日以内に事故通知報告用紙（学生支援係に有ります）により保険会社へ通

知が必要ですので，必要事項を記入のうえ，学生支援係へ提出してください。

　

Ｔ・Ａ（ティーチング・アシスタント）

　　優秀な大学院（博士前期・後期課程）の学生に対し，教育的配慮の下に教育補助業務を行わせ，

これに対する手当支給により，大学院学生の処遇の改善に資するとともに大学教育の充実及び指導

者としてのトレーニングの機会提供を図ることを目的としています。採用に当たっては指導教員の

承認が必要です。

　◎　募集時期　４月上旬

　

Ｒ・Ａ（リサーチ・アシスタント）

　　教育部における学術研究の一層の推進に資する研究支援体制の充実・強化並びに若手研究者の養

成・確保を促進するため，教育部が行う研究プロジェクト等に優れた大学院博士後期課程の学生を
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研究補助者として参画させ，研究活動の効果的推進，研究体制の充実及び若手研究者としての研究

遂行能力の育成を図ることを目的とするもので，勤務により手当が支給されます。採用に当たって

は受入教員及び指導教員からの推薦が必要です。

　◎　募集時期　４月上旬

　

交通規制について

　　交通事故防止のため，構内では自動車，オートバイ等の走行及び駐車，駐輪を次のように規制し

ています。

　　１．許可車を除く，自
虚
 動
虚
 車
虚
 ，
虚
 オ
虚
 ー
虚
 ト
虚
 バ
虚
 イ
虚
 の
虚
 構
虚
 内
虚
 走
虚
 行
虚
 を
虚
 禁
虚
 止
虚
 し
虚
 て
虚
 い
虚
 ま
虚
 す
虚
 。
虚
 

　　２．オートバイ，自転車はそれぞれ指定の場所に駐輪してください。

　　交通が不便で，かつ通学距離が片道１０㎞以上で公共交通機関による通学が著しく不便である者等

は，所定の期間内に駐車許可申請書を総合科学部事務課総務係（１号館１階）へ提出してください。

審査のうえ駐車許可証を交付します。

　◎　自動車駐車許可申請の掲示　４月上旬

院生研究室

　　博士前期課程の院生研究室は，学部のコース毎に準備された学生研究室に隣接する場所にありま

す。博士後期課程の院生研究室は，１号館中棟１階と１号館南棟１階にあります。

　

附属図書館（http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/）

　　本学常三島キャンパスに本館，蔵本キャンパスに蔵本分館があり，相互に連携を保ちながら，本

学の教育・研究の自主学習の場として幅広く利用されています。

　　現在図書は，和書５４２,８１５冊，洋書２６２,６０８冊，雑誌は，和書１０,６６０種類，洋書６,７０９種類を
所蔵し，年間入館者数は，教職員，学生及び学外者等延べ５４万人です。

　◎開館日・開館時間……授業期間中は原則として毎日開館しています。

　◎休　館　日

　　　毎月第２金曜日の午前中（４，７，１，２月を除く），学生休業期間中の日曜日・祝日，５月の連休，

８月の徳島大学一斉休業日，年末年始１２月２８日～１月４日

 

休　　業　　期授　　業　　期

土月　～　金土・日・祝月　～　金

１０時～１７時８時３０分～１７時１０時～１７時８時３０分～２２時本　　館

１０時～１７時８時３０分～１７時１０時～１７時８時３０分～２１時蔵本分館

　　詳しくは，図書館ホームページのカレンダーをご覧ください。
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　　●利用支援サービス

　　　　図書館に直接来館される方に対するサービスには次のようなものがあります。

　　　１）図書の貸出・予約

　　　　　閲覧室にある図書は５冊１４日間，本館１階西書庫の図書は，２０冊３０日間借りられます。

貸出の延長もできます。他の人が借りている図書を予約することができます。

　　　２）コピー・サービス

　　　　　図書館にある資料は，著作権法を守る範囲で，図書館内にあるコピー機でコピーすること

ができます。

　　　３）パソコンの利用

　　　　　本館には５５台，分館には４０台の利用者用パソコンを設置してあり，学習・研究に利用す

ることができます。

　　　４）レファレンス（参考調査）

　　　　　資料や情報を探すお手伝いをするサービスです。調べたいけれど何を見たらよいかわから

ない，欲しい文献がみつからない等，気軽にお尋ねください。

　　　５）講習会の開催

　　　　　文献収集法，データベース・電子ジャーナル利用法，所蔵資料の検索法等の講習会を行っ

ています。

　　　６）文献取寄せ

　　　　ａ）蔵本分館の図書を取り寄せて借りることができます。また，蔵本分館所蔵資料のコピー

を取り寄せすることもできます。（コピーは有料）

　　　　ｂ）学内で入手できない資料を，他大学の図書館等から必要な部分のコピーを取り寄せたり，

図書現物を借りたりすることができます。（有料）

　　　　ｃ）文献取寄せの申込みは，図書館ホームページからできます。

　　　７）図書のリクエスト

　　　　　欲しい本が図書館になかった場合，図書の購入をリクエストすることができます。図書館

カウンター，または図書館ホームページ「学生用図書購入希望」からお申し込みください。

　　　８）他図書館利用のための紹介状の発行

　　　　　他大学の図書館等へ調査に行かれる場合は，紹介状の発行を行っています。

　　　９）新着雑誌の開館時間外特別利用

　　　　　大学院生の方は，申請により，本館１階フロアを開館時間外に特別利用することができ，

新着学術雑誌を閲覧，コピーすることが可能です。

　　●電子図書館サービス

　　　　附属図書館ホームページを利用した，２４時間対応のWeb提供サービスです。
　　　１）OPAC（蔵書検索システム）
　　　　　資料の所蔵の有無，学内の所蔵場所および貸出情報が検索できます。

　　　２）データベース検索

　　　　　Web of Science，SciFinder，ERIC，CiNii，日経BP記事検索サービス等の文献データベース
１６種類を利用し，最新学術論文の検索ができます。
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　　　３）電子ジャーナルの閲覧

　　　　　５７,０００種類以上の電子ジャーナルを利用し，雑誌論文が閲覧できます。
　　　４）貴重資料のデジタル版公開

　　　　ａ）近世の絵図・古地図の一部について，高精細画像の閲覧が可能です。

　　　　ｂ）蜂須賀家家臣団家譜史料データベースにより，「蜂須賀家家臣成立書并系図」のデジタル

版を閲覧可能です。

　　　５）メールマガジン

　　　　　メールマガジン「すだち」を月刊で発行しています。図書館が開催する講習会，講演会の

タイムリーな話題，新サービスのニュース，文献収集の方法，懇談会やアンケート報告など，

図書館をより身近に感じていただける内容を掲載し，好評を得ています。レポート作成等に

役立つ情報もありますので，ぜひ登録をお願いします。

　　　　　（http://www.lib.tokushima-u.ac.jp/m-mag/）
　　　６）携帯電話用ホームページ

　　　　　図書館の開館日の確認や，所蔵資料の検索が可能です。

　　　　　（http://opac.lib.tokushima-u.ac.jp/limedio/i/）
　　　７）マイライブラリ

　　　　　図書館からあなたへの連絡事項や，あなたの現在の図書館利用状況を見ることができる，

あなたの個人ページです。貸出期間の延長もできます。

　　　　　図書館ホームページのトップページ，もしくは「徳島大学システムサービス一覧」の「図

書館システム」からログインしてください。
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履 修 方 法 等 の 案 内

１．履修科目の登録

　授業の履修登録は，Web履修システムで行ってください。指導教員の指導を受けて受講科目を決定
し，研究室，図書館，総合科学部情報実習室または各自所有のパソコンから指定された日までに登録

してください。

　操作方法はWeb履修システムのページ内の「マニュアル」というリンクをクリックしてダウンロー
ドしてください。

　なお，履修登録後に履修科目を変更する場合は，履修登録確認期間にWeb履修システムから修正し
てください。履修登録確認期間を過ぎて変更する場合は，「受講科目登録修正願」を学務係に提出して

ください。

　　Web履修システム：徳島大学総合科学部HP＞教育・学生生活＞徳島大学システムサービス一覧
　　　　http://www.tokushima-u.ac.jp/ias/campus/

２．研究指導願

　「研究指導願」に指導教員，副指導教員等の必要事項を記入し，指定された日までに総合科学部学務

係に提出してください。

　指導教員とは，直接研究指導に当たる特別演習担当の教員を指し，学生の研究テーマに関し，学位

論文の作成を指導します。副指導教員は，指導教員を補助して学生の研究指導を行います。

　なお，指導教員および副指導教員の変更を希望する場合は，博士前期課程在学者は１年次末までに，

博士後期課程在学者は２年次前期末までに，「指導教員変更願」を学務係に提出してください。ただし，

教育部長が特別に認める者についてはこの限りではありません。

３．単位の基準

　講義及び演習は１５時間，実習・実験は３０時間の授業をもって１単位とします。

４．単位履修方法

　⑴　博士前期課程地域科学専攻

　　　学生は所属する分野ごとに，それぞれ次の履修要件に従って合計３２単位以上を履修してくだ

さい。

　　契　教育部共通科目の８単位以上を履修する。

　　形　「分野コア科目」から６単位以上を履修する。

　　径　「分野専門科目」から８単位以上を履修する。

　　　　ただし，指導教員の履修指導により他分野の専攻専門科目を４単位まで履修できます。

　　恵　指導教員の下で「地域科学特別演習Ⅰ」（８単位）を履修する。

　　　　なお，「地域科学特別演習Ⅰ」は，２年間に渡り，学期ごとに４回に分けて履修してください。
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　⑵　博士前期課程臨床心理学専攻

　　　次の履修要件に従って，３２単位以上を履修してください。

　　契　教育部共通科目４単位以上を履修する。ただし，「地域科学Ⅰ」は必修です。

　　形　専攻専門科目の必修科目１６単位及び選択科目８単位以上を履修する。

　　径　指導教員の下で「臨床心理学特別演習」（４単位）を履修する。

　　　　なお，「臨床心理学特別演習」は，２年次に，学期ごとに２回に分けて履修してください。

　⑶　博士後期課程地域科学専攻

　　　次の履修要件に従って，１２単位を履修する。

　　契　教育部共通科目「地域科学Ⅱ」（４単位），「プロジェクト研究Ⅱ」（４単位）を履修する。

　　形　指導教員の下で「地域科学特別演習Ⅱ」（４単位）を履修する。

　　　　なお，「地域科学特別演習Ⅱ」は，２年次に，学期ごとに２回に分けて履修してください。

５．地域科学入門科目について

　社会人学生及び大学院入学時までに体系的に地域科学を学習してこなかった博士前期課程地域科学

専攻入学者を対象に，修了要件の科目以外に地域科学入門科目として，「地域創生論」，「共生社会論」，

「地域交流史」，「情報社会と情報倫理」，「環境倫理学」の５科目を第１年次において開講します。地域

科学入門科目の概要については下記をご覧ください。指導教員との面談の上，希望の科目を受講して

下さい。

　地域科学入門科目の概要

授　　　　業　　　　概　　　　要科　目　名

　持続可能な地域づくりに向け，地域文化，地域社会や環境問題等を，人文科学，社会科

学や自然科学の複数の視点から総合的・俯瞰的に解明する講義で構成する。特に，地域づ

くりを実践的に指導している住民やNPO等の団体，自治体幹部などから話題提供を受け，
その実情を理解するためのゲスト講義を組み込む。講義全体を通じて，地域社会を総合

科学的視点で把握する力を養う。

地 域 創 生 論

　特に医療社会学の諸理論に関して分かりやすく解説するとともに，自閉症スペクトラ

ム障害やADHD，認知症などの精神神経疾患をめぐる問題を社会学の視座から解説して
いくとともに，超高齢化社会の到来や人口減少などに伴い地域医療が抱えている問題を

紹介する。

共 生 社 会 論

　日本が東アジアの交流から国家を形成し，東アジア史の一翼を担うところから出発し，

大航海時代を経て，東洋と西洋が出会い，世界史が形成される過程を講義する。
地 域 交 流 史

　情報および情報技術が社会の中で果たしている役割と情報社会の諸問題に重点を置いて

講義する。受講生はインターネットを利用して現在の情報を収集し，収集したデータを基

に将来予測したり，情報活用に関する知的所有権と情報モラルについて理解を深める。

情報社会と情報倫理

　自然を切り口として，倫理学の基本的な考え方を学ぶ。また環境倫理学の土台にある西

洋の近代以降の歴史や宗教的背景について理解を深めるとともに，現代日本に生きる私た

ちが環境問題とどのように向き合うかを考えるための力を養うため，隣接分野である医療

倫理学や動物倫理学についても言及し，自然と人間・社会の関係を多面的にとらえる。

環 境 倫 理 学
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必
修
）
 

２
情
報
科
学
 

２
環
境
科
学
 

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅰ
（
必
修
）
 

４

＊
分
野
コ
ア
科
目
（
６
単
位
以
上
）
 

環
境
政
策
特
論
 

２
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
論
 

２
環
境
影
響
評
価
特
論
 

２
地
域
行
政
法
特
論
 

２
環
境
共
生
学
研
究
法
特
論
 

２

＊
分
野
専
門
科
目
（
８
単
位
以
上
）

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
論
演
習
 

２
環
境
汚
染
物
質
特
論
 

２

＊
教
育
部
共
通
科
目
（
８
単
位
以
上
）

地
域
科
学
Ⅰ
（
必
修
） 

２
情
報
科
学
 

２
行
動
科
学
 

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅰ
（
必
修
） 

４
　 ＊
分
野
コ
ア
科
目
（
６
単
位
以
上
）

地
域
政
策
特
論
 

２
地
域
経
済
特
論
 

２
空
間
情
報
特
論
Ａ
 

２
福
祉
社
会
特
論
Ａ
 

２
　 ＊
分
野
専
門
科
目
（
８
単
位
以
上
）

地
域
政
策
特
論
演
習
 

２
地
域
経
済
特
論
演
習
 

２

履
修
科
目
例

　 　

資
源
環
境
経
済
学
特
論
 

基
盤
（
文
系
）
　
２

環
境
数
理
特
論
演
習
 

基
盤
（
理
系
）
　
２

総
合
政
策
特
論
演
習
 

基
盤
（
文
系
）
　
２

　
基
盤
科
学
分
野
と
共
通
性

の
高
い
科
目

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
論
　
　
環
境
共
生
 

２
環
境
物
質
科
学
特
論
　
　
　
　
環
境
共
生
 

２
地
域
政
策
特
論
　
　
地
域
創
生
 

２
環
境
政
策
特
論
 

環
境
共
生
　
　
　
２

　
他
分
野
か
ら
の
履
修
科
目

（
４
単
位
ま
で
履
修
可
能
）

＊
論
文
指
導
に
関
す
る
科
目

地
域
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

８
＊
論
文
指
導
に
関
す
る
科
目

地
域
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

８
＊
論
文
指
導
に
関
す
る
科
目

地
域
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

８
＊
論
文
指
導
に
関
す
る
科
目

地
域
科
学
特
別
演
習
Ⅰ
 

８

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
超
伝
導
体
の
合
成
と
物
性
評
価

・
環
境
調
和
適
応
型
有
機
合
成
化
学
反
応
の
開
発

　

・
現
代
日
本
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
受
容

と
可
能
性

・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
「
二
都
物
語
」
の
研

究
－
色
彩
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
文
化
比
較
－

・
吉
野
川
の
生
態
系
に
お
け
る
水
質
汚
濁
物
質
に

対
す
る
生
物
浄
化
の
評
価

・
柑
橘
類
の
残
留
農
薬
軽
減
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　

・
地
域
経
済
政
策
と
地
域
社
会
・
環
境
政
策
と
の

政
策
統
合

・
地
域
に
お
け
る
産
業
政
策
：
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

振
興
の
可
能
性

修
士
論
文
テ
ー
マ
例

・
製
造
業
の
研
究
開
発
担
当
者

・
企
業
に
お
け
る
環
境
分
野
の
基
礎
的
研
究
員

・
進
学

　 　

・
地
域
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関

係
者

・
NP
O，
NG
O
職
員

・
進
学

　

・
環
境
保
全
・
環
境
政
策
な
ど
に
関
す
る
自
治
体

の
専
門
職
員

・
企
業
に
お
け
る
環
境
分
野
の
専
門
職
員

・
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
進
学

・
地
域
経
済
政
策
や
環
境
政
策
を
担
当
で
き
る
自

治
体
の
行
政
職
員

・
政
策
の
分
析
調
査
を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
職
員

・
NP
O，
NG
O
職
員

・
進
学

修
了
後
の
進
路
等

※
社
会
人
や
他
大
学
・
他
学
部
か
ら
の
入
学
者
が
志
望
す
る
分
野
を
専
門
的
に
学
習
す
る
上
で
の
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
た
め
，
「
地
域
科
学
入
門
科
目
」
を
第
１
年
次
に
開
講
す
る
。
た
だ
し
，
修
了
単
位
に
は
含
め
な
い
。
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　⑵　博士後期課程

７．入学前の既修得単位の認定

　本教育部に入学する前に本学の大学院又は他の大学院において履修した授業科目について修得した

単位（科目等履修生として修得した単位を含む）を，入学後の単位として認定を希望する者は，「単位

認定申請書」を学務係に提出してください。ただし，認定できる単位数は１０単位を超えることはで

きません。

８．長期にわたる教育課程の履修について

　職業等を有している等の事情により，標準修業年限を越えて一定期間にわたり計画的に教育課程を

履修し課程を修了することを希望する者には，審査のうえ長期にわたる教育課程の履修を許可する制

度があります。長期履修できる期間は博士前期課程においては４年以内，博士後期課程においては６

年以内で，標準修業年限２年間（博士後期課程においては３年間）の授業料と同額を，許可された期

間に分割して納入することとなります。希望する者は所定の期間内に申請してください。

　◎申請時期

　　博士前期課程　入学手続時

　　　　　　　　　第１年次の前期（７月頃掲示）

　　　　　　　　　第１年次の後期（１２月頃掲示）

　　博士後期課程　入学手続時

　　　　　　　　　第１年次又は第２年次の前期（７月頃掲示）

　　　　　　　　　第１年次又は第２年次の後期（１２月頃掲示）

・「活力ある地域社会の再生」を可能にす
る政策能力や専門的知見を有する高度
職業人
・自然科学をベースに環境問題に関する
総合科学的研究を推進する教育・研究
者

・「活力ある地域社会の再生」を可能にす
る政策能力や専門的知見を有する高度
職業人

・社会科学をベースに「地域づくり」に
関する総合科学的研究を推進する教育・
研究者

養成しようとする人材像

・自然科学系修士課程修了者
・修士論文で，生命科学・化学をベース
に環境政策の課題を実証的に考察

・環境問題に関わるNPO等の活動に関与，
または地方自治体において環境問題等
に関わる支援

・人文・社会科学系修士課程修了者
・修士論文で経済学・政治学・社会学な
ど社会科学をベースに，地域政策の課
題を実証的に考察

・市民ボランティア組織の運営に関与，
または地方自治体において振興計画等
の策定を支援

博士課程入学までの学習
履歴及び社会活動

＜教育部共通科目＞
　地域科学Ⅱ　４単位
　プロジェクト研究Ⅱ　４単位
＜論文指導に関する科目＞
　地域科学特別演習Ⅱ　４単位

＜教育部共通科目＞
　地域科学Ⅱ　４単位
　プロジェクト研究Ⅱ　４単位
＜論文指導に関する科目＞
　地域科学特別演習Ⅱ　４単位

履修科目例

・吉野川水系における効果的な河川浄化
対策のシミュレーション

・自治体総合計画の策定・執行過程への
住民参加の可能性に関する実証的研究

博士論文テーマ例

・高等教育機関の教育・研究者
・公共事業の計画調査で環境アセスメン
トなどを担当する環境行政の専門職・
研究員
・民間研究機関や企業環境部などの調査・
研究員

・高等教育機関の教育・研究者
・地方行政で総合計画の作成などにあた
る調査企画担当の専門職・研究員

・民間コンサルタントやNPOなどで調
査・研究をおこなう専門職員

修了後の進路等
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学 年 別 履修スケジュール

博士後期課程

博士前期課程

４月　　　　オリエンテーション・ガイダンス
４月　　　　指導教員願の提出
４月　　　　履修計画の検討
４月　　　　プロジェクト研究Ⅰの選択
４月　　　　履修登録
４～６月　　研究計画立案
６月　　　　研究計画書提出
４～９月　　研究活動
７月末　　　前期試験

１年前期

10月　　　　履修計画の検討
10月　　　　履修登録
10～３月　　研究活動
２月初　　　後期試験
２～３月頃　プロジェクト研究Ⅰ成果発表会
２～３月頃　修士論文中間発表

１年後期

10月 　　履修計画の検討
10月 　　履修登録
10～３月　　研究活動
適宜 　　学会発表
１月 　　修士論文作成・提出及び学位請求手続き
２月 　　修士論文発表会（公聴会審査）
３月 　　課程修了・学位取得

２年後期
４月　　　　履修計画の検討
４月　　　　履修登録
４～９月　　研究活動
７月　　　　修士論文概要及び執筆計画の立案
７月末　　　前期試験

２年前期

10月 　　履修計画の検討
10月 　　履修登録
10～３月　　研究活動
２月初　　　後期試験
２～３月頃　プロジェクト研究Ⅱ成果発表会
２～３月頃　博士論文研究計画発表会

１年後期

10～３月　　研究活動
10月　　　　博士論文予備審査願
10月　　　　博士論文内容梗概提出
１月　　　　博士論文提出及び学位請求手続き
２月　　　　口頭発表（公聴会審査）
３月　　　　課程修了・学位取得

３年後期

10月　　　　履修計画の検討
10月　　　　履修登録
10～３月　　研究活動
２～３月頃　博士論文中間発表
適宜　　　　学会発表

２年後期

４月 　　オリエンテーション・ガイダンス
４月 　　指導教員願の提出
４月 　　履修計画の検討
４月 　　履修登録
４月 　　プロジェクト研究Ⅱの受講開始
４～６月　　研究計画立案
６月　　　　研究計画書提出
４～９月　　研究活動

１年前期

４月 　　履修計画の検討
４月 　　履修登録
４～９月　　研究活動

２年前期

４～９月　　研究活動
７月　　　　博士論文概要及び執筆計画の立案

３年前期
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開設科目，単位数，担当教員等

地域科学専攻

　⑴　教育部共通科目　　　８単位以上履修すること

博士前期課程
唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

三浦　哉，佐藤　裕２１・２後行 動 科 学

石田　基広，吉田　敦也，掛井　秀一２１・２前情 報 科 学

玉　真之介２１・２前地 域 科 学 Ⅰ

浜野　龍夫，服部　武文，栗栖　聡２１・２前環 境 科 学

佐藤　高則，山本　真由美，中山　信太郎

４１通

プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ

（担当教員により７グループに

分かれている。）

真壁　和裕，矢部　拓也

平木　美鶴，河原崎　貴光，佐原　理

小山　保夫，三浦　哉

片山　真一，小野　公輔

田口　太郎，塚本　章宏，土屋　敦

今井　昭二，三好　德和，山本　孝

　⑵　専攻専門科目

　　Ⅰ．地域創生分野

　　○分野コア科目　　　６単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

玉　真之介２１後地 域 経 済 特 論

石田　和之２１・２前地 域 政 策 特 論

平井　松午２１・２前空 間 情 報 特 論 Ａ

高橋　晋一，内藤　直樹２１・２前地 域 文 化 特 論

土屋　敦２１・２前福 祉 社 会 特 論 Ａ

　　○分野専門科目　　　８単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

玉　真之介２１・２後地 域 経 済 特 論 演 習

石田　和之２１・２後地 域 政 策 特 論 演 習

田口　太郎２１・２前地 域 計 画 学 特 論

田口　太郎２１・２後地 域 計 画 学 特 論 演 習

平井　松午２１・２後空 間 情 報 特 論 Ａ 演 習

高橋　晋一，内藤　直樹２１・２後地 域 文 化 特 論 演 習

土屋　敦２１・２後福 祉 社 会 特 論 Ａ 演 習
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　　○修士論文指導に関する科目

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士前期課程地域科学専攻研究指導担当教員８１～２地 域 科 学 特 別 演 習 Ⅰ

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

豊田　哲也２１・２前空 間 情 報 特 論 Ｂ

塚本　章宏２１・２前空 間 情 報 特 論 Ｃ

平木　美鶴，河原崎　貴光，佐原　理２１・２前芸 術 情 報 地 域 創 生 特 論

荒木　秀夫２１・２前健 康 科 学 特 論

佐藤　充宏２１・２前健 康 社 会 特 論

内藤　徹２１・２前総 合 政 策 特 論

内藤　徹２１・２後総 合 政 策 特 論 演 習

岸江　信介２１・２前地 域 言 語 特 論 Ａ

仙波　光明２１・２後地 域 言 語 特 論 Ｂ

都染　直也２１・２後地 域 言 語 文 化 特 論

矢部　拓也２１・２前地 域 社 会 特 論

掛井　秀一，河原崎　貴光，佐原　理２１・２後地 域 創 生 メ デ ィ ア 特 論

中村　豊２１・２後比 較 地 域 史 特 論 Ａ

葭森　健介２１・２後比 較 地 域 史 特 論 Ｂ

上野　加代子２１・２前福 祉 社 会 特 論 Ｂ

獅々堀　正幹，光原　弘幸，伊藤　照明，大野　将樹２２後マ ル チ メ デ ィ ア 工 学

近藤　光男２２後都 市 ・ 地 域 計 画 論

山中　英生，真田　純子，渡辺　公次郎４２前都市及び交通システム計画

先端技術科学教育部教務委員会副委員長２２前ニ ュ ー ビ ジ ネ ス 特 論

山中　英生，吉田　敦也　他２１・２後ビ ジ ネ ス モ デ ル 特 論

※平成２８年度は開講せず２１・２前後発 展 型 地 域 創 生 特 論

吉田　敦也４１・２通地 域 創 生 特 論

三浦　哉２１・２前応 用 生 理 学 特 論

葭森　健介２１・２前比較地域社会文化論（東アジア地域）

　　Ⅱ．環境共生分野

　　○分野コア科目　　　６単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

小山　保夫２１前･１後環 境 影 響 評 価 特 論

栗栖　聡，浜野　龍夫２１・２前環 境 政 策 特 論

浜野　龍夫２１・２後環 境 マ ネ ジ メ ン ト 特 論

上原　克之２１・２前地 域 行 政 法 特 論

今井　昭二，青矢　睦月２１前環 境 シ ス テ ム 科 学 特 論

服部　武文２１後生 物 資 源 保 全 学 特 論

環境共生分野研究指導担当教員２１・２前後環 境 共 生 学 研 究 法 特 論



－１４－

　　○分野専門科目　　　８単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

玉　真之介２１・２後地 域 経 済 特 論

内藤　徹２１・２前総 合 政 策 特 論

小山　保夫２１後環 境 影 響 評 価 特 論 演 習

栗栖　聡２１・２後環 境 政 策 特 論 演 習

浜野　龍夫２１・２後環境マネジメント特論演習

上原　克之２１・２後地 域 行 政 法 特 論 演 習

小山　保夫，佐藤　征弥２１前環 境 汚 染 物 質 特 論

佐藤　高則，川上　竜巳２１前環 境 共 生 科 学 特 論

松尾　義則，渡部　稔２１前遺 伝 環 境 科 学 特 論

大橋　眞，山城　考２１前環 境 共 生 生 物 学 特 論

大渕　朗，守安　一峰２１前環 境 数 理 特 論

大渕　朗，守安　一峰２１後環 境 数 理 特 論 演 習

松尾　義則，山城　考２１前環 境 適 応 学 特 論

三好　但和２１前環 境 物 質 科 学 特 論

眞弓　浩三２１・２前資 源 環 境 経 済 学 特 論

眞弓　浩三２１・２後資源環境経済学特論演習

横井川　久己男，金丸　芳２１前食 品 安 全 科 学 特 論

佐藤　高則２１前生 化 学 特 論

服部　武文２１後生物資源保全学特論演習

金丸　芳２１前生 物 資 源 化 学 特 論

横井川　久己男，川上　竜巳２１前生 物 資 源 特 論

真壁　和裕，渡部　稔２１前発 生 情 報 科 学 特 論

山本　孝２１前共 生 環 境 化 学 特 論

木戸口　善行，渦岡　良介２２前環 境 シ ス テ ム 工 学 特 論

小山　保夫２１・２前後発 展 型 環 境 共 生 特 論

　　○修士論文指導に関する科目

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士前期課程地域科学専攻研究指導担当教員８１～２地 域 科 学 特 別 演 習 Ⅰ



－１５－

　　○分野専門科目　　　８単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

玉　真之介２１・２後地 域 経 済 特 論

玉　真之介２１・２後地 域 経 済 特 論 演 習

内藤　徹２１・２後総 合 政 策 特 論 演 習

上原　克之２１・２前地 域 行 政 法 特 論

眞弓　浩三２１・２前資 源 環 境 経 済 学 特 論

眞弓　浩三２１・２後資源環境経済学特論演習

依岡　隆児２１・２後比 較 文 化 特 論 演 習

趙　 ２１・２後経 済 学 特 論 演 習

宮崎　昼義２１・２後言 語 文 化 特 論 演 習

岸江　信介２１・２前地 域 言 語 特 論 Ａ

仙波　光明２１・２後地 域 言 語 特 論 Ｂ

富塚　昌輝２１・２前後発展型基盤科学文系特論

　　Ⅳ．基盤科学分野（理系）

　　○分野コア科目　　　６単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

大渕　朗，守安　一峰２１前･１後環 境 数 理 特 論

齊藤　隆仁，伏見　賢一２１前･１後物 質 情 報 特 論

村田　明広，石田　啓祐，西山　賢一，青矢　睦月２１・２前地 球 科 学 特 論

三好　但和，小笠原　正道２１・２前物 質 科 学 特 論

日置　善郎，伏見　賢一２１前物 質 エ ネ ル ギ ー 特 論

　　○修士論文指導に関する科目

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士前期課程地域科学専攻研究指導担当教員８１～２地 域 科 学 特 別 演 習 Ⅰ

　　Ⅲ．基盤科学分野（文系）

　　○分野コア科目　　　６単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

内藤　徹２１前総 合 政 策 特 論

依岡　隆児２１前･１後比 較 文 化 特 論

石田　三千雄２１・２前近 現 代 社 会 特 論

趙　 ２１・２前経 済 学 特 論

宮崎　昼義２１・２前言 語 文 化 特 論

都染　直也２１・２後地 域 言 語 文 化 特 論



－１６－

　　○分野専門科目　　　８単位以上履修すること

　　○修士論文指導に関する科目

臨床心理学専攻　　＊の科目は本専攻大学院学生以外は受講不可

　⑴　教育部共通科目　　　４単位以上履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

大渕　朗，守安　一峰２１後環 境 数 理 特 論 演 習

石田　啓祐，村田　明広，西山　賢一，青矢　睦月２１後地 球 科 学 特 論 演 習

山本　孝２１後物 質 科 学 特 論 演 習

中山　慎一２１前情 報 数 学 特 論

村上　公一２１前数 理 情 報 特 論

今井　昭二２１前環 境 分 析 化 学 特 論

三好　但和２１前環 境 分 子 化 学 特 論

齊藤　隆仁，真岸　孝一２１前物 性 計 測 特 論

小山　晋之，真岸　孝一２１前物 性 科 学 特 論

小野　公輔，蓮沼　徹２１・２前後発展型基盤科学理系特論

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士前期課程地域科学専攻研究指導担当教員８１～２地 域 科 学 特 別 演 習 Ⅰ

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

三浦　哉，佐藤　裕２１・２後行 動 科 学

石田　基広，吉田　敦也，掛井　秀一２１・２前情 報 科 学

玉　真之介２１・２前地 域 科 学 Ⅰ

浜野　龍夫，服部　武文，栗栖　聡２１・２前環 境 科 学

佐藤　高則，山本　真由美，中山　信太郎

４１通

プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅰ

（担当教員により７グループに

分かれている。）

真壁　和裕，矢部　拓也

平木　美鶴，河原崎　貴光，佐原　理

小山　保夫，三浦　哉

片山　真一，小野　公輔

田口　太郎，塚本　章宏，土屋　敦

今井　昭二，三好　德和，山本　孝



－１７－

　⑵　専攻専門科目

　　○必修科目

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

山本　真由美 ＊　２１前臨 床 心 理 学 特 論 Ａ

山本　真由美，佐藤　健二 ＊　２２後臨 床 心 理 学 特 論 Ｂ

内海　千種　他 ＊　２１後臨 床 心 理 面 接 特 論 Ａ

境　泉洋，福森　崇貴 ＊　２２前臨 床 心 理 面 接 特 論 Ｂ

山本　真由美，佐藤　健二，上岡　義典 ＊　２１前臨 床 心 理 査 定 演 習 Ａ

上岡　義典，福森　崇貴 ＊　２２前臨 床 心 理 査 定 演 習 Ｂ

佐藤　健二，福森　崇貴，内海　千種，大森　哲郎 ＊　１１前臨 床 心 理 基 礎 実 習 Ａ

佐藤　健二，福森　崇貴，内海　千種，大森　哲郎 ＊　１１後臨 床 心 理 基 礎 実 習 Ｂ

山本　真由美，境　泉洋，内海　千種，上岡　義典， ＊
井ノ崎　敦子，赤坂　和哉，藤原　朝洋，中條　信義，

寺本　陽子

　１２前臨 床 心 理 実 習 Ａ

山本　真由美，境　泉洋，内海　千種，上岡　義典， ＊
井ノ崎　敦子，赤坂　和哉，藤原　朝洋，中條　信義，

寺本　陽子

　１２後臨 床 心 理 実 習 Ｂ

　　○選択科目　　　８単位以上を履修すること

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

佐藤　裕２１・２前認 知 心 理 学 特 論

佐藤　裕２１・２前認 知 心 理 学 特 論 演 習

山本　真由美２１・２前生 涯 発 達 心 理 学 特 論

多田　敏子，谷　洋江，平岡　峰子２１・２後家 族 研 究 特 論

佐藤　健二，湯川　進太郎２１・２前社 会 心 理 学 特 論

上岡　義典２１・２後臨 床 心 理 関 係 行 政 特 論

大森　哲郎２１・２前精 神 医 学 特 論

島　治伸２１・２前障 害 臨 床 心 理 学 特 論

上岡　義典，河野　禎之２１・２後福 祉 心 理 学 特 論

福森　崇貴，佐藤　健二 ＊２１・２前心 理 療 法 特 論

内海　千種 ＊２１・２前学 校 臨 床 心 理 学 特 論

境　泉洋 ＊２１・２前臨床心理的地域援助特論

　　○修士論文指導に関する科目

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士前期課程臨床心理学専攻研究指導担当教員 ＊４２通臨 床 心 理 学 特 別 演 習
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地域科学専攻

　⑴　教育部共通科目

　⑵　博士論文指導に関する科目

博士後期課程
唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

平井　松午，小山　保夫４１・２通地 域 科 学 Ⅱ

岸江　信介，横井川　久己男，上野　加代子４１通プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 Ⅱ

担　　当　　教　　員
単位数授業を

行う年次
授業科目の名称

選択必修

博士後期課程地域科学専攻研究指導担当教員４２前後地 域 科 学 特 別 演 習 Ⅱ
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ＧＩＳ専門学術士資格申請の要件となる履修科目について

　博士前期課程地域科学専攻は，㈳日本地理学会から，GIS専門学術士資格を取得するための実績証
明団体として指定されています。

　GIS専門学術士の資格取得を目指す方は，GIS学術士の資格認定を受けたうえで，実績証明団体に設
置されている以下の【Ｅ】【Ｆ】【Ｇ】に対応する授業科目を修得してください。

　【Ｅ】：地理情報科学の専門的な分野に関する講義を中心とする科目

　【Ｆ】：GISを利用した空間的諸問題を取り扱った実習を中心とする科目
　【Ｇ】：GISを利用した修士論文を執筆する科目

　博士前期課程地域科学専攻では以下の授業科目に対応しています。

　　（注）　認定科目Ｇに対応する地域科学特別演習ⅠはGIS担当教員の授業を選択する必要があり
ます。

　　　　　　申請の際には必ず，公益社団法人　日本地理学会の「資格専門員会」のホームページ（下

記URL）を参照してください。

　　　　　　http://ajg-certi.jp/

履　　修　　方　　法単位数開設授業科目認定科目

２科目を修得すること。
２単位空間情報特論Ａ

Ｅ
２単位空間情報特論Ｃ

必修２単位空間情報特論演習ＡＦ

必修２単位地域科学特別演習ⅠＧ
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臨床心理士受験資格に関する履修科目について

　臨床心理学専攻は，苛日本臨床心理士資格認定協会から，臨床心理士の資格試験に関する受験資格

を有する大学院（第一種）として指定されています。

　臨床心理士を目指す方は，受験に必要な次の授業科目の単位を修得してください。

（注）　必修１０科目（１６単位）はすべて履修してください。また，選択必修は各群（Ａ，

Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ）からそれぞれ２単位以上，計１０単位以上を修得し，合わせて合計

２６単位以上を修得してください。

履　　修　　方　　法単位数開設授業科目区　　分

臨床心理学特論として，４単位必修
２臨床心理学特論Ａ

必　
　
　
　
　
　
　

修

２臨床心理学特論Ｂ

臨床心理面接特論として，４単位必修
２臨床心理面接特論Ａ

２臨床心理面接特論Ｂ

臨床心理査定演習として，４単位必修
２臨床心理査定演習Ａ

２臨床心理査定演習Ｂ

臨床心理基礎実習として，２単位必修
１臨床心理基礎実習Ａ

１臨床心理基礎実習Ｂ

臨床心理実習として，２単位必修
１臨床心理実習Ａ

１臨床心理実習Ｂ

Ａ群の中から２単位以上選択必修
２行動科学

Ａ群

選　
　
　

択　
　
　

必　
　
　

修

２認知心理学特論演習

Ｂ群の中から２単位以上選択必修
２認知心理学特論

Ｂ群
２生涯発達心理学特論

Ｃ群の中から２単位以上選択必修

２社会心理学特論

Ｃ群 ２家族研究特論

２臨床心理関係行政特論

Ｄ群の中から２単位以上選択必修

２精神医学特論

Ｄ群 ２障害臨床心理学特論

２福祉心理学特論

Ｅ群の中から２単位以上選択必修

２心理療法特論

Ｅ群 ２学校臨床心理学特論

２臨床心理的地域援助特論



－２１－

社会人受入のための夜間開講について

　近年の経済社会の発展や技術革新の進展等により，大学院に対する社会の要請が一層多様かつ高度

となっており，特に社会人の再教育に対する需要は急速な高まりを見せています。

　しかし，大学院において学習したいという意欲を持ちつつも，勤務時間の都合上昼間の学習が難し

い社会人の方は多数おられます。また，企業や官公庁等の立場からも，昼間に社員等を大学院に派遣

することのできないところもあります。

　本教育部は，これら企業や官公庁等，また，社会人の学習ニーズに柔軟にこたえるために社会人を

積極的に受け入れ，大学院設置基準第１４条に定める教育方法の特例を適用し，講義を夕夜間の時間帯

にも開講して社会人学生の受講に便宜を図っています。「長期にわたる教育課程の履修」については

p.１０をご覧ください。
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徳島大学大学院学則

第１章　目的

（目的）

第１条　徳島大学大学院（以下「大学院」という。）は，

徳島大学（以下「本学」という。）の目的使命に則り，

学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究め，

もって文化の進展に寄与する有為な人材を養成するこ

とを目的とする。

２　大学院は，教育部又は専攻ごとに，人材の養成に関

する目的その他の教育研究上の目的について，各教育

部規則で定め，公表するものとする。

第２章　組織

（課程）

第２条　大学院の課程は，修士課程及び博士課程とする。

２　博士課程は，専攻分野について，研究者として自立

して研究活動を行い，又はその他の高度に専門的な業

務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎と

なる豊かな学識を養うことを目的とする。

３　修士課程及び第４条の２第２項に規定する前期２年

の博士課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，

専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する

職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。

（教育部）

第３条　大学院に次項の表の左欄に掲げる教育部を置き，

それぞれの教育部に同表の中欄に掲げる専攻を置く。

２　各教育部ごとの課程の別は，次の表の右欄に掲げる

とおりとする。

中略

３　各教育部に置く講座については，別に定める。

第３章　標準修業年限，在学期間及び収容定員等

（標準修業年限）

第４条　修士課程の標準修業年限は，２年とする。

第４条の２　博士課程（医科学教育部，口腔科学教育部

及び薬科学教育部薬学専攻を除く。）の標準修業年限は，

５年とする。

２　前項の博士課程は，これを前期２年の課程（以下「博

士前期課程」という。）及び後期３年の課程（以下「博

士後期課程」という。）に区分し，博士前期課程は，こ

れを修士課程として取り扱うものとする。

第４条の３　医科学教育部，口腔科学教育部及び薬科学

教育部薬学専攻の博士課程の標準修業年限は，４年と

する。

（在学期間）

第５条　在学期間は，標準修業年限の２倍を超えること

ができない。

（収容定員等）

第６条　各教育部の入学定員及び収容定員は，次の表の

とおりとする。

中略

第４章　教育課程

（教育課程の編成方針）

第６条の２　大学院は，その教育上の目的を達成するた

めに必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作

成等に対する指導（以下「研究指導」という。）の計画

を策定し，体系的に教育課程を編成するものとする。

２　教育課程の編成に当たっては，大学院は，専攻分野

に関する高度の専門的知識及び能力を修得させるとと

もに，当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵

養するよう適切に配慮するものとする。

（教育方法）

第７条　大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導

によって行うものとする。

（教育方法の特例）

第７条の２　各教育部において，教育上特別の必要があ

ると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は

時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法

により教育を行うことができる。

２　各教育部に，外国人留学生のための英語による特別

コースを置くことができる。

（履修方法等）

第８条　各教育部における授業科目の内容及び単位数並

びに研究指導の内容並びにこれらの履修方法は，各教

育部規則の定めるところによる。

（１の授業科目について２以上の方法の併用により行う

場合の単位の計算基準）

第８条の２　各教育部が，１の授業科目について，講義，

演習，実験，実習及び実技のうち２以上の方法の併用

により行う場合の単位数を計算するに当たっては，そ

の組み合わせに応じ，徳島大学学則第３０条第２項各

号に規定する基準を考慮して，各教育部が定める時間

の授業をもって１単位とする。

（成績評価基準等の明示等）

第８条の３　各教育部は，学生に対して，授業及び研究

指導の方法及び内容並びに１年間の授業及び研究指導

の計画をあらかじめ明示するものとする。

２　各教育部は，学修の成果及び学位論文に係る評価並

びに修了の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確

保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示

するとともに，当該基準にしたがって適切に行うもの

とする。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第８条の４　大学院は，授業及び研究指導の内容及び方

法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。

（他の大学院における授業科目の履修等）

第９条　大学院が教育上有益と認めるときは，他の大学

院との協議に基づき，学生は，学長の許可を得て，当

該大学院の授業科目を履修することができる。

２　前項の規定により履修した授業科目について修得し

た単位は，第９条の３第２項の規定により修得したも

課　程　の　別専　攻　名教　育　部　名

博士（前期・後期）課程地 域 科 学 専 攻
総合科学教育部

博士前期課程臨床心理学専攻

合計
収容
定員

博士課程又は
博士後期課程

修士課程又は
博士前期課程

専攻名教育部名
収容
定員

入学
定員

収容
定員

入学
定員

８２１２４７０３５地域科学専攻

総合科学教育部 ２４２４１２臨床心理学専攻

１０６１２４９４４７計
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のとみなす単位数を除き，１０単位を超えない範囲で，

大学院における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。

３　大学院が教育上有益と認めるときは，他の大学院等

との協議に基づき，学生は，学長の許可を得て，当該

他の大学院等において必要な研究指導を受けることが

できる。

４　他の大学院の授業科目を履修することのできる期間

及び他の大学院等で研究指導を受けることのできる期

間は，次のとおりとする。

　⑴　履修の期間及び研究指導の期間を含め，１年以内

とする。ただし，博士後期課程（医科学教育部，口

腔科学教育部及び薬科学教育部薬学専攻の博士課程

を含む。）の学生で特別な理由がある場合は，当該他

の大学院等との協議に基づき，更に１年を限り延長

することができる。

　⑵　博士後期課程（医科学教育部，口腔科学教育部及

び薬科学教育部薬学専攻の博士課程を含む。）の学生

の履修の期間及び研究指導の期間は，それぞれを通

算して２年を超えることができない。

５　他の大学院で授業科目を履修した期間及び他の大学

院等で研究指導を受けた期間は，大学院の在学期間に

算入する。

６　学生は，他の大学院で授業科目を履修し，又は他の

大学院等で研究指導を受けている間においても本学に

正規の授業料を納付しなければならない。

７　前各項に定めるもののほか，他の大学院での授業科

目の履修に関する事項及び他の大学院等での研究指導

に関する事項について必要な事項は，別に定める。

８　第１項，第２項及び第７項の規定は，学生が，外国

の大学院が行う通信教育における授業科目を我が国に

おいて履修する場合について準用する。

（休学中の外国の大学院における学修）

第９条の２　大学院が教育上有益と認めるときは，学生

が休学期間中に，外国の大学院において履修した授業

科目について修得した単位を，大学院における授業科

目の履修により修得したものとみなし，単位を与える

ことができる。

２　前項の規定により与えることができる単位数は，第

９条第２項（同条第８項，第２７条第２項及び第２７条

の２第２項において準用する場合を含む。）の規定によ

り大学院において修得したものとみなす単位数と合わ

せて１０単位を超えないものとする。

３　本条に定めるもののほか，休学中の外国の大学院に

おける学修について必要な事項は，別に定める。

（入学前の既修得単位の認定）

第９条の３　大学院が教育上有益と認めるときは，学生

が大学院に入学する前に大学院，他の大学院，外国の

大学院（これに相当する教育研究機関を含む。以下同

じ。）又は国際連合大学本部に関する国際連合と日本国

との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和５１年法律

第７２号）第１条第２項に規定する１９７２年１２月１１

日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大

学（以下「国際連合大学」という。）において履修した

授業科目について修得した単位（科目等履修生として

修得した単位を含む。）を，大学院に入学した後の大学

院における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。

２　前項の規定により修得したものとみなすことのでき

る単位数は，大学院において修得した単位以外のもの

については，第９条第２項（同条第８項，第２７条第

２項及び第２７条の２第２項において準用する場合も

含む。）及び前条第１項の規定により大学院において修

得したものとみなす単位数と合わせて１０単位を超え

ないものとする。

３　本条に定めるもののほか，入学前の既修得単位の認

定について，必要な事項は，別に定める。

（長期にわたる教育課程の履修）

第９条の４　学生が職業を有している等の事情により，

第４条，第４条の２及び第４条の３に規定する標準修

業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程

を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出た

ときは，当該教育部教授会の議を経て，学長は，その

計画的な履修を許可することができる。

２　前項に規定するもののほか，長期にわたる教育課程

の履修に関し必要な事項は，別に定める。

（単位の認定）

第１０条　授業科目を履修した者には，試験又は研究報

告に基づき，所定の単位を与える。

２　各授業科目の単位の認定は，学期末又は学年末に行

うものとする。

第５章　課程の修了要件，学位の授与及び教員の免許状

（修士課程及び博士前期課程の修了要件）

第１１条　修士課程及び博士前期課程の修了要件は，当

該課程に２年以上在学し，３０単位以上で各教育部規則

で定める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受け

た上，当該課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課

題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，当該教

育部が優れた業績を上げたと認める者については，当

該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。

（博士前期課程の取扱い）

第１１条の２　第４条の２第２項の規定により修士課程

として取り扱うものとする博士前期課程の修了要件は，

当該博士課程の目的を達成するために必要と認められ

る場合には，前条に規定する修士論文又は特定の課題

についての研究の成果の審査及び最終試験に合格する

ことに代えて，次に掲げる試験及び審査に合格するこ

ととすることができる。

⑴　専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並び

に当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養であっ

て当該博士前期課程において修得し，又は涵養すべ

きものについての試験

⑵　博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必

要な能力であって当該博士前期課程において修得す

べきものについての審査

（博士課程の修了要件）

第１２条　博士課程（医科学教育部，口腔科学教育部及び

薬科学教育部薬学専攻を除く。以下第３項までにおい

て同じ。）の修了要件は，当該課程に５年（修士課程又

は博士前期課程に２年以上在学し，当該課程を修了し

た者にあっては，当該課程における２年の在学期間を

含む。）以上在学し，３０単位以上で各教育部規則で定め

る単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博

士論文の審査及び最終試験に合格することとする。た

だし，在学期間に関しては，当該教育部が優れた研究

業績を上げたと認める者については，当該課程に３年

（修士課程又は博士前期課程に２年以上在学し，当該課

程を修了した者にあっては，当該課程における２年の

在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。
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２　前項の規定にかかわらず，前条第１項ただし書の規

定による在学期間をもって修士課程又は博士前期課程

を修了した者の博士課程の修了要件は，当該課程に修

士課程又は博士前期課程における在学期間に３年を加

えた期間以上在学し，３０単位以上で各教育部規則で定

める単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，

博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

ただし，在学期間に関しては，当該教育部が優れた研

究業績を上げたと認める者については，当該課程に３

年（修士課程又は博士前期課程における在学期間を含

む。）以上在学すれば足りるものとする。

３　前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則

（昭和２２年文部省令第１１号）第１５６条の規定により，

大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職

学位（学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第５条

の２に規定する専門職学位をいう。第１８条第２項に

おいて同じ。）を有する者と同等以上の学力があると認

められた者又は専門職学位課程を修了した者が，博士

後期課程に入学した場合の博士課程の修了要件は，当

該課程に３年（専門職大学院設置基準（平成１５年文

部科学省令第１６号）第１８条第１項の法科大学院の課

程を修了した者にあっては，２年）以上在学し，各教

育部規則で定める単位を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，当該教

育部が優れた研究業績を上げたと認める者については，

当該課程に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の

専門職学位課程を修了した者にあっては，３年から当

該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上在学す

れば足りるものとする。

４　医科学教育部，口腔科学教育部及び薬科学教育部薬

学専攻の博士課程の修了要件は，当該課程に４年以上

在学し，３０単位以上で各教育部規則で定める単位を修

得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の

審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在

学期間に関しては，当該教育部が優れた研究業績を上

げたと認める者については，当該課程に３年以上在学

すれば足りるものとする。

（論文の審査）

第１３条　修士論文及び博士論文の審査については，別

に定める。

（最終試験）

第１４条　最終試験は，所定の単位を修得し，かつ，修

士論文又は博士論文の審査に合格した者について行う。

２　前項に定めるもののほか，最終試験に関し必要な事

項は，別に定める。

（課程修了による学位の授与）

第１５条　修士課程又は博士前期課程を修了した者には，

修士の学位を授与する。

２　博士課程を修了した者には，博士の学位を授与する。

３　学位の授与に関し必要な事項は，別に定める。

（論文提出による学位の授与）

第１６条　前条第２項に定めるもののほか，別に定める

ところにより，博士論文を提出した者について博士の

学位を授与することができる。

（教員の免許状）

第１６条の２　大学院の学生に教員の免許状授与の所要

資格を取得させることのできる教員の免許状の種類は，

次の表に掲げるとおりとする。

中略

第６章　入学，休学，退学，再入学，転学，転教育部，

転専攻及び留学

（入学の時期）

第１７条　入学の時期は，毎学年の初めとする。ただし，

各教育部において必要があると認めるときは，後期の

初めにおいても，学生を入学させることができる。

（入学資格）

第１８条　修士課程又は博士前期課程に入学することの

できる者は，次の各号の一に該当する者とする。

　⑴　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条第

１項に定める大学を卒業した者

　⑵　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学

位を授与された者

　⑶　外国において学校教育における１６年の課程を修

了した者

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我

が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１６年の課程を修了した者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者

が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施

設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課

程を修了した者

　⑹　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定

に基づき，文部科学大臣が指定した者

　⑺　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上である

ことその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文

部科学大臣が定める日以後に修了した者

　⑻　大学に３年以上在学し，又は外国において学校教

育における１５年の課程を修了し，大学院において，

所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認

めた者

　⑼　大学院において，個別の入学資格審査により，第

１号に規定する者と同等以上の学力があると認めた

者で，２２歳に達したもの

２　博士後期課程に入学することのできる者は，次の各

号の一に該当する者とする。

⑴　修士の学位又は専門職学位を有する者

⑵　外国において修士の学位又は専門職学位に相当す

る学位を授与された者

⑶　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我

が国において履修し，修士の学位又は専門職学位に

相当する学位を授与された者

⑷　我が国において，外国の大学院の課程を有するも

のとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって，文部科学大臣が指定する

ものの当該課程を修了し，修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者

⑸　国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当

する学位を授与された者

⑹　外国の学校，第４号の指定を受けた教育施設又は

国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置基準

（昭和４９年文部省令第２８号）第１６条の２に規定す

る試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位

を有する者と同等以上の学力があると認められた者

⑺　学校教育法施行規則第１５６条第６号の規定に基づ
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き，文部科学大臣が指定した者

⑻　大学院において，個別の入学資格審査により，第

１号に規定する者と同等以上の学力があると認めた

者で，２４歳に達したもの

３　医科学教育部，口腔科学教育部及び薬科学教育部薬

学専攻の博士課程に入学することのできる者は，次の

各号の一に該当する者とする。

　⑴　学校教育法第８３条第１項に定める大学の医学，

歯学又は修業年限６年の薬学若しくは獣医学を履修

する課程を卒業した者

　⑵　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学

位を授与された者（医学，歯学又は獣医学を履修し

た者に限る。）

　⑶　外国において，学校教育における１８年の課程（最

終の課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了し

た者

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我

が国において履修することにより当該外国の学校教

育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学，

薬学又は獣医学）を修了した者

　⑸　我が国において，外国の大学の課程（その修了者

が当該外国の学校教育における１８年の課程（最終の

課程は医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設で

あって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を

修了した者

　⑹　学校教育法施行規則第１５５条第１項第６号の規定

に基づき，文部科学大臣が指定した者

　⑺　大学（医学，歯学，薬学又は獣医学を履修する課

程に限る。）に４年以上在学し，又は外国において学

校教育における１６年の課程（医学，歯学，薬学又

は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了

し，大学院において，所定の単位を優れた成績を

もって修得したものと認めた者

　⑻　大学院において，個別の入学資格審査により，第

１号に規定する者と同等以上の学力があると認めた

者で，２４歳に達したもの

（入学の出願）

第１９条　大学院に入学を志願する者（以下「入学志願者」

という。）は，入学願書に検定料及び別に定める書類を

添えて願い出なければならない。ただし，検定料の納

付について別に定めがある場合は，その定めるところ

による。

　（入学者選考）

第２０条　入学志願者については，選抜試験を行い，教育

部教授会の議を経て，学長が合格者を決定する。

　（入学手続）

第２１条　合格者は，所定の期日に入学料を納付し，別に

定める手続をしなければならない。ただし，入学料の

納付について別に定めがある場合は，その定めるとこ

ろによる。

（入学許可）

第２２条　学長は，前条に定める手続を経た者に対し，入

学を許可する。

（休学）

第２３条　疾病その他の理由により，２月以上就学できな

いときは，学生は，学長の許可を得て，休学すること

ができる。

２　疾病のため就学が不適当と認められた者には，学長

は，休学を命ずることができる。

３　休学は，引き続き１年を超えることができない。た

だし，特別の理由がある者には，更に引き続き１年以

内の休学を許可することがある。

４　休学期間は，通じて修士課程及び博士前期課程に

あっては２年，博士後期課程にあっては３年，医科学

教育部，口腔科学教育部及び薬科学教育部薬学専攻の

博士課程にあっては４年を超えることができない。

５　休学期間中にその理由が消滅したときは，学長の許

可を得て復学することができる。

６　休学期間は，第５条の在学期間に算入しない。

（退学）

第２４条　疾病その他の理由により退学しようとする者

は，退学願を学長に提出し，その許可を受けなければ

ならない。

（再入学）

第２５条　大学院を退学した者が再入学を願い出たとき

は，学長は，これを許可することがある。

２　第２０条及び第２１条の規定は，前項の入学を許可す

る場合に準用する。

（転学）

第２６条　学生が，他の大学院に転学しようとするとき

は，転学願を学長に提出し，その許可を受けなければ

ならない。

２　他の大学院又は外国の大学院若しくは国際連合大学

（以下「外国の大学院等」という。）から大学院の同種

の教育部に転学を志願する者があるときは，欠員のあ

る場合に限り，学長は，これを許可することがある。

３　第２０条及び第２１条の規定は，前項の入学を許可す

る場合に準用する。

（転教育部）

第２６条の２　学生が，所属の教育部以外の教育部に転

教育部を願い出たときは，学長は，当該教育部教授会

の議を経て許可することがある。

２　本条に定めるもののほか，転教育部に関する事項に

ついては，各教育部規則で定める。

（転専攻等）

第２６条の３　学生が，所属の教育部内の専攻（先端技

術科学教育部にあってはコースとする。以下この条に

おいて同じ。）と異なる当該教育部の専攻に転専攻を願

い出たときは，学長は，当該教育部教授会の議を経て

許可することがある。

２　本条に定めるもののほか，転専攻に関する事項につ

いては，各教育部規則で定める。

（留学）

第２７条　大学院が教育上有益と認めるときは，外国の

大学院との協議に基づき，学生は，学長の許可を得て，

当該大学院に留学することができる。

２　第９条第２項から第７項までの規定は，前項の留学

の場合に準用する。

３　本条に定めるもののほか，留学に関する事項につい

ては，各教育部規則で定める。

（国際連合大学における授業科目の履修等）

第２７条の２　大学院が教育上有益と認めるときは，国

際連合大学との協議に基づき，学生は，学長の許可を

得て，国際連合大学の授業科目を履修することができ

る。

２　第９条第２項及び第４項から第６項までの規定は，

国際連合大学の教育課程における授業科目を履修する

場合に準用する。
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第７章　検定料，入学料及び授業料

（検定料，入学料及び授業料）

第２８条　検定料，入学料及び授業料の額，徴収方法等は，

この規則に定めるもののほか，別に定めるところによ

る。

（授業料の納付）

第２９条　授業料は，年度を前期及び後期の２期に区分し，

前期にあっては４月，後期にあっては１０月にそれぞれ

年額の２分の１に相当する額を納付しなければならな

い。ただし，授業料の納付について別に定めがある場

合は，その定めるところによる。

２　前項の規定にかかわらず，学生の申し出があったと

きは，前期に係る授業料を徴収するときに，当該年度

の後期に係る授業料を併せて徴収するものとする。

３　入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料につ

いては，第１項の規定にかかわらず，入学を許可され

る者の申し出があったときは，入学を許可するときに

徴収するものとする。

（既納の検定料等）

第３０条　既納の検定料，入学料及び授業料は，返還しな

い。

２　前項の規定にかかわらず，次に掲げる授業料相当額

については，当該授業料を納付した者の申し出により，

これを返還するものとする。

　⑴　入学を許可するときに授業料を納付した者が入学

年度の前年度の３月３１日までに入学を辞退した場合に

おける当該授業料相当額

　⑵　前期分授業料徴収の際に後期分授業料を併せて納

付した者が後期の徴収の時期前に休学又は退学した場

合における後期分授業料相当額

（検定料の免除）

第３０条の２　大規模な風水害等の災害を受ける等やむを

得ない事情があると学長が特に認めた場合には，検定

料を免除することができる。

（入学料の免除）

第３０条の３　経済的理由により入学料の納付が困難であ

り，かつ，学業優秀と認められる者その他やむを得な

い事情があると認められる者に対しては，学長は，入

学料を免除することができる。

（入学料の徴収猶予）

第３０条の４　経済的理由により納期限までに入学料の納

付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者その

他やむを得ない事情があると認められる者に対しては，

学長は，入学料の徴収を猶予することができる。

　（授業料の免除）

第３０条の５　経済的理由により授業料の納付が困難であ

り，かつ，学業優秀と認められる者その他やむを得な

い事情があると認められる者に対しては，学長は，授

業料を免除することができる。

２　休学を許可した場合は，月割計算により休学した月

の翌月から復学した月の前月までの月数分の授業料の

全額を免除することができる。

　（授業料の徴収猶予）

第３０条の６　経済的理由により納期限までに授業料の納

付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者その

他やむを得ない事情があると認められる者に対しては，

学長は，授業料の徴収を猶予し，又は月額分納を許可

することができる。

　（細則）

第３０条の７　第３０条の３から前条までの規定によるも

ののほか，入学料の免除及び徴収猶予並びに授業料の

免除及び徴収猶予に関し必要な事項は，別に定める。

第８章　教員組織

（教員組織）

第３１条　大学院に研究部を置く。

２　研究部については，別に定める。

３　大学院の授業及び研究指導を担当する教員は，研究

部及び学部その他の組織に所属する本学の教授，准教

授，講師及び助教とする。

第９章　運営組織

（研究部教授会及び教育部教授会）

第３２条　大学院の管理運営のため，各研究部に研究部

教授会を，各教育部に教育部教授会を置く。

２　研究部教授会及び教育部教授会については，別に定

める。

（研究部長及び教育部長）

第３２条の２　各研究部に研究部長を，各教育部に教育

部長を置く。

２　研究部長は，研究部の教授のうちから選任する。

３　教育部長は，当該教育部の教授会構成員である教授

のうちから選任する。

第１０章　特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，

研究生及び外国人留学生

（特別聴講学生）

第３３条　学長は，他の大学院又は外国の大学院等に在

学中の学生で，大学院の授業科目の履修を希望する者が

あるときは，当該大学院との協議に基づき，当該教育部

教授会において選考の上，特別聴講学生として入学を許

可することがある。

２　特別聴講学生について必要な事項は，別に定める。

　（特別研究学生）

第３３条の２　学長は，他の大学院又は外国の大学院等

に在学中の学生で，大学院において研究指導を受けるこ

とを希望する者があるときは，当該大学院との協議に基

づき，当該教育部教授会において選考の上，特別研究学

生として入学を許可することがある。

２　特別研究学生について必要な事項は，別に定める。

（科目等履修生）

第３４条　学長は，大学院の学生以外の者で，一又は複数

の授業科目の履修を希望する者があるときは，当該教

育部教授会において選考の上，科目等履修生として入

学を許可することがある。

２　科目等履修生について必要な事項は，別に定める。

（研究生）

第３４条の２　学長は，本学において特定の事項につい

て研究しようとする者があるときは，授業及び研究に

妨げのない限り，当該教育部等の教授会（教授会を置

かない施設にあっては，当該施設の管理運営に関する

事項を審議する運営委員会等）において選考の上，研

究生として入学を許可することがある。

２　研究生について必要な事項は，別に定める。

（大学院の学生に関する規定の準用）

第３４条の３　特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修

生及び研究生については，別段の定めがある場合を除

き，大学院の学生に関する規定を準用する。

（外国人留学生）

第３５条　学長は，外国人で大学において教育を受ける

目的をもって入国し，大学院に入学を志願する者があ

るときは，学生の学修に支障のない限り，当該教育部

教授会において選考の上，外国人留学生として入学を
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許可することがある。

２　外国人留学生について必要な事項は，別に定める。

第１１章　雑則

（学則の準用）

第３６条　この学則に定めるもののほか，大学院の学生

に関し必要な事項は，徳島大学学則を準用する。

中略

１　この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

２　この規則による改正前の人間・自然環境研究科は，

改正後の第３条の規定にかかわらず，平成２１年３月

３１日に当該研究科に在学する学生が当該研究科に在

学しなくなる日までの間，存続するものとする。

３　改正後の第６条の表に掲げる総合科学教育部及び合

計の項の収容定員は同表の規定にかかわらず，平成２１

年度及び平成２２年度は，次のとおりとする。

４　平成２０年度以前に人間・自然環境研究科に入学した

者に係る改正後の第１６条の２の表の適用については，

なお従前の例による。

中略

　　　附　則

１　この規則は，平成２４年４月１日から施行する。

省略

　　　附　則

　この規則は，平成２５年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規則は，平成２７年４月１日から施行する。

平成２２年度平成２１年度

専攻名教育部名 合 計
収 容
定 員

博士
課程
又は
博士
後期
課程

修士
課程
又は
博士
前期
課程

合 計
収 容
定 員

博士
課程
又は
博士
後期
課程

修士
課程
又は
博士
前期
課程

収容
定員

収容
定員

収容
定員

収容
定員

７８８７０３９４３５地域科学専攻
総合科学
教 育 部

２４２４１２１２臨床心理学専攻

１０２８９４５１４４７計

１,６３２６４４９８８１,５８１６４０９４１合　　　　計
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徳島大学学位規則

（趣旨）

第１条　この規則は，学位規則（昭和２８年文部省令第

９号。以下「省令」という。）第１３条の規定に基づき，

徳島大学（以下「本学」という。）における論文審査の

方法，試験及び学力の確認の方法等学位に関し必要な

事項を定めるものとする。

（卒業による学位の授与）

第２条　本学を卒業した者には，徳島大学学則の定める

ところにより，学士の学位を授与する。

（課程修了による学位の授与）

第３条　本学の大学院（以下「大学院」という。）の課程

を修了した者には，徳島大学大学院学則の定めるとこ

ろにより，修士又は博士の学位を授与する。

（論文提出による学位の授与）

第４条　前条に定めるもののほか，本学に博士論文を提

出してその審査に合格し，かつ，専攻分野に関し大学

院の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有する

ことが試問により確認された者には，博士の学位を授

与する。

（専攻分野の名称）

第５条　前３条に定める学位を授与するに当たっては，

専攻分野の名称を付記するものとし，その名称は，次

のとおりとする。

中略

（学位論文の提出）

第６条　博士課程の学生が博士論文の審査等を受けよう

とするときは，学位申請書，博士論文その他別に定め

る書類を提出するものとする。

２　博士課程の学生でない者が博士の学位を請求すると

きは，学位申請書，博士論文その他別に定める書類に

所定の学位論文審査手数料を添えて提出するものとす

る。

３　前２項に定めるもののほか，教育部教授会が博士論

文の審査のため必要があるときは，当該論文の副本，

訳本，模型又は標本等の提出を求めることがある。

４　修士課程又は博士前期課程の学生が修士論文の審査

等を受けようとするときは，学位申請書，修士論文そ

の他別に定める書類を提出するものとする。

（学位論文の受理）

第７条　学位論文の受理は，教育部教授会の議を経て，

学長が決定する。

２　提出した学位論文については，任意に撤回し，又は

一時的返還等を要求することができない。

（学位論文の審査等の機関）

第８条　学位論文の審査及び最終試験又は試問は，教育

部教授会が行う。

２　教育部教授会は，あらかじめ学位論文の提出者の資

格を確認した後，互選により教育部教授会構成員のう

ちから選出された審査委員を含む３人以上の審査委員

（主査１人，副査２人以上）を定め，学位論文の審査及

び最終試験又は試問に関する事項を付託する。

３　教育部教授会は，必要と認めるときは，学位論文の

審査等にあたって，大学院の教育部担当の教員又は他

の大学院若しくは研究所等の教員等の協力（審査委員

に加わることを含む。）を求めることができる。

４　審査委員は，学位論文の審査の要旨及び最終試験又

は試問の成績を記録し，その結果を文書により教育部

教授会に報告するものとする。

（最終試験及び試問の方法）

第９条　最終試験は，学位論文を中心として，これに関

連ある科目について，口頭又は筆答により行うものと

する。

２　試問は，博士論文を中心として，これに関連のある

科目及び外国語について，口頭又は筆答により行うも

のとする。この場合において，外国語については，原

則として，２外国語を課するものとする。ただし，博

士論文を提出した者が大学院の博士課程に所定の年限

以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究

指導を受けた後退学した者であるときは，退学後５年

以内に限り，最終試験に準じて試験をもって試問に代

えることができる。

（学位論文の審査等の期限）

第１０条　博士論文の審査及び最終試験又は試問は，博

士論文受理後１年以内に終了するものとする。

２　修士論文の審査及び最終試験は，在学期間中に終了

するものとする。

（課程の修了及び論文審査等の議決）

第１１条　教育部教授会は，審査委員の報告に基づき，第

３条の規定によるものについては，課程修了の可否，

第４条の規定によるものについては，その論文の審査

及び試問の合否について議決する。

２　前項の議決は，出席委員の３分の２以上の同意を必

要とする。

（学長への報告）

第１２条　学部長は，教授会が卒業を認定する旨の議決

をしたときは，その氏名等を，文書により学長に報告

するものとする。

２　教育部長は，教育部教授会が前条の議決をしたとき

は，学位論文の審査の結果の要旨及び最終試験又は試

問の成績及び議決の結果を，文書により学長に報告す

るものとする。

（卒業証書・学位記及び学位記の授与）

第１３条　学長は，前条第１項の報告に基づき，学士の学

位を授与できるものと認定した者には，卒業証書・学

位記を授与する。

２　学長は，前条第２項の報告に基づき，修士又は博士

の学位を授与できるものと認定した者には，学位記を

授与し，当該学位を授与できないものと認定した者に

は，その旨を通知するものとする。

３　卒業証書・学位記の様式は，別表第１のとおりとし，

学位記の様式は，別表第２，別表第３及び別表第４の

とおりとする。

（学位授与の報告）

第１４条　前条の規定により学位を授与したときは，学

位記台帳に登録するものとする。

２　学長は，博士の学位を授与したときは，省令第１２条

の規定の定めるところにより，文部科学大臣に報告す

るものとする。

（論文要旨等の公表）

第１５条　本学は，博士の学位を授与したときは，当該博

士の学位を授与した日から３月以内に，その論文の内

容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表するものと

専攻分野の名称学部名及び研究科名学位名

学 術
総合科学教育部（博士前期課程）修 士

臨 床 心 理 学

学 術総合科学教育部（博士課程）博 士



－２９－

する。

（学位論文の公表）

第１６条　博士の学位を授与された者は，当該学位を授

与された日から１年以内に，その論文を印刷し，公表

するものとする。ただし，当該学位を授与される前に

既に印刷し，公表したときは，この限りでない。

２　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された

者は，やむを得ない事由がある場合には，学長の承認

を受けて，当該論文の全文に代えて，その内容を要約

したものを印刷し，公表することができる。この場合

には，本学は，その論文の全文を求めに応じて，閲覧

に供するものとする。

（学位の名称の使用）

第１７条　学位を授与された者は，学位の名称を用いる

ときは，学位に本学名を付記するものとする。

（学位授与の取消）

第１８条　学位（学士の学位を除く。）を授与された者が

不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明した

とき，又はその名誉を汚辱する行為をしたときは，学

長は，当該教育部教授会の議を経て，当該学位の授与

を取消し，当該学位記を返還させ，かつ，その旨を公

表するものとする。

２　前項の議決は，構成員の４分の３以上の同意を必要

とする。

（実施細則）

第１９条　この規則の実施に関し必要な事項は，教育部

長が別に定めることができる。

中略

別表第１（学部卒業者の場合）

省略

別表第２（修士課程又は博士前期課程修了者の場合）

備考１　「○○課程」には，修士課程を修了した者は「修

士」と，博士前期課程を修了した者は「博士前

期」と記入する。

　　２　注は，専攻分野の名称の頭文字を記入する。た

だし，臨床心理学は「心」と，薬科学は「創」

と，工学は「先」と記入する。

　　３　公印は，印影印刷とする。

　　４　用紙の大きさは，日本工業規格Ａ４とする。

別表第３（博士課程修了者の場合）

備考１　注は，教育部名の頭文字を記入する。ただし，口腔

科学教育部口腔保健学専攻にあっては「口保」，薬科

学教育部創薬科学専攻にあっては「創」と記入する。

　　２　公印は，印影印刷とする。

　　３　用紙の大きさは，日本工業規格Ａ４とする。

別表第４（論文提出による場合）

備考１　注は，審査を受けた教育部名の頭文字を記入す

る。ただし，口腔科学教育部口腔保健学専攻に

あっては「口保」，薬科学教育部創薬科学専攻に

あっては「創」と記入する。

　　２　公印は，印影印刷とする。

　　３　用紙の大きさは，日本工業規格Ａ４とする。

　　　附　則

１　この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

２　平成２１年３月３１日に人間・自然環境研究科に在学

する者については，改正後の第５条の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。

中略

　　　附　則

１　この規則は，平成２４年４月１日から施行する。

省略

注　　　　　　

○修第　　　号

学　　　　　位　　　　　記

本籍（都道府県名）　　　　　　

　氏　　　　名　　　　

　　　　　　　年　　月　　日生　　

　本学大学院○○教育部○○専攻の○○課程におい

て所定の単位を修得し学位論文の審査及び最終試験

に合格したので修士（○○）の学位を授与する

　　年　　月　　日

　　徳　島　大　学　　大学印　

　注　　　　　

甲○第　　　号

学　　　　　位　　　　　記

本籍（都道府県名）　　　　　　

　氏　　　　名　　　　

　　　　　　　年　　月　　日生　　

　本学大学院○○教育部○○専攻の博士課程におい

て所定の単位を修得し学位論文の審査及び最終試験

に合格したので博士（○○）の学位を授与する

　　年　　月　　日

　　徳　島　大　学　　大学印　

　注　　　　　

乙○第　　　号

学　　　　　位　　　　　記

本籍（都道府県名）　　　　　　

　氏　　　　名　　　　

　　　　　　　年　　月　　日生　　

　本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合

格したので博士（○○）の学位を授与する

　　年　　月　　日

　　徳　島　大　学　　大学印　
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徳島大学大学院総合科学教育部規則

第１章　総則

（通則）

第１条　徳島大学大学院総合科学教育部（以下「教育部」

という。）に関する事項は，徳島大学大学院学則（以下

「学則」という。）及び徳島大学学位規則（以下「学位

規則」という。）に定めるもののほか，この規則の定め

るところによる。

２　学則，学位規則及びこの規則に定めるもののほか，

教育部に関する事項は，徳島大学大学院総合科学教育

部教授会（以下「教育部教授会」という。）が定める。

（教育研究上の目的）

第２条　教育部は，持続可能な地域社会を目指して，文

化環境・社会環境・自然環境を総合・融合・俯瞰する

環境調和型の地域社会づくりに携わる人材，並びに，

地域再生・地域創生の担い手となる教育研究者及び専

門的実務者を養成することを目的とする。

第２章　教育課程

（教育方法）

第３条　教育部の教育は，授業科目の授業及び研究指導

によって行うものとする。

（教育方法の特例）

第４条　教育部教授会が教育上特別の必要があると認め

る場合には，夜間その他特定の時間又は時期において

授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を

行う。

（授業科目及び単位数）

第５条　授業科目は，必修科目及び選択科目に分ける。

２　授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。

（授業科目の履修方法）

第６条　学生は，別表の授業科目について，次表に定め

る単位を修得しなければならない。

　⑴　博士前期課程

　⑵　博士後期課程

２　履修する授業科目の選択に当たっては，あらかじめ

定める研究指導教員（直接研究指導に当たる教員をい

う。以下同じ。）の指導を受けなければならない。

３　教育部において教育上有益と認めたときは，本学大

学院の他の教育部又は本学学部との協議に基づき，当

該他の教育部又は本学学部の授業科目を履修させるこ

とができる｡

４　前項の授業科目を履修しようとする者は，徳島大学

大学院総合科学教育部長（以下「教育部長」という。）

の許可を受けなければならない。

５　第３項の規定により履修した授業科目の単位は，教

育部が認めたときは，他の大学院の授業科目を履修し

たものとして取り扱う。

６　この条に定めるもののほか授業科目の履修に関し必

要な事項は，教育部長が別に定める。

（研究指導）

第７条　研究指導は，研究指導教員が行うものとする。

また，２名の副指導教員（研究指導教員を補助して，

研究指導を行う教員をいう。）を置く。

２　前項の研究指導は，研究課題の研究の指導及び学位

論文の作成の指導とする。

（試験の告示）

第８条　試験の授業科目，日時その他必要な事項は，あ

らかじめ告示する。

（成績）

第９条　博士前期課程における各授業科目の成績は，

１００点をもって満点とし，６０点以上を合格とする。成

績は，Ａ（８０点以上），Ｂ（７０点以上），Ｃ（６０点以

上）に区分する。

２　博士後期課程における各授業科目の成績は，評語に

よりＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの四種とし，Ａ，Ｂ，Ｃを合格と

し，Ｄを不合格とする。

（追試験及び再試験）

第１０条　疾病その他やむを得ない事情のため，正規の

試験を受けることができなかった者は，追試験を受け

ることができる。

２　前項の追試験を受けることができなかった者又は試

験を受けて不合格となった者は，原則として次の学期

末に再試験を受けることができる。

（転学者の取扱い）

第１１条　他の大学院又は外国の大学院（これに相当する

教育研究機関を含む。以下同じ。）若しくは国際連合大

学（以下「外国の大学院等」という。）から教育部に転

学をした者の在学年数及び既修得単位の換算について

は，その都度教育部教授会が定める。

（転教育部）

第１２条　学則第２６条の２の規定により，教育部に転教

育部を願い出た者があるときは，教育上支障がない場

合に限り選考の上，許可することがある。

２　転教育部を許可する時期は，入学後１年以上を経過

した学年の初めとする。

３　転教育部を許可した学生を在籍させる年次は，教育

部教授会が定める。

４　転教育部を許可した学生の既修得単位の認定は，教

育部教授会が定める。

（転専攻）

第１３条　学則第２６条の３の規定により転専攻を願い出

た者があるときは，教育上支障がない場合に限り選考

の上，許可することがある。

２　前条第２項から第４項までの規定は，転専攻を許可

する場合に準用する。

（他の大学院における授業科目の履修）

第１４条　学則第９条，第２７条及び第２７条の２の規定

に基づき，他の大学院若しくは国際連合大学の授業科

目の履修を志願する学生又は外国の大学院に留学を志

願する学生は，所定の願書を教育部長を経て学長に提

出し，許可を受けなければならない。

（単位の認定）

第１５条　前条の規定により許可を受けた学生（以下「派

単　　　位　　　数
分 野 名専　攻

計選択科目必修科目

３２単位
以上

１８単位
以上

１４単位地域創生分野

地域科学
専 攻

３２単位
以上

１８単位
以上

１４単位環境共生分野

３２単位
以上

１８単位
以上

１４単位
基盤科学分野
（文系）

３２単位
以上

１８単位
以上

１４単位
基盤科学分野
（理系）

３２単位
以上

１０単位
以上

２２単位
臨床心理
学 専 攻

単　位　数
専　攻　名

計必修科目

１２単位１２単位地 域 科 学 専 攻
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遣学生」という。）が他の大学院又は外国の大学院等で

修得した単位又は学則第９条の２の規定に基づき学生

が休学期間中に，外国の大学院において履修した授業

科目について修得した単位の認定は，当該大学院が発

行する成績証明書等により教育部教授会が行う。

（履修報告書）

第１６条　派遣学生は，他の大学院又は外国の大学院等

での履修を終えたときは，所定の履修報告書を速やか

（外国の大学院に留学した者については，帰国の日か

ら１月以内）に教育部長を経て学長に提出しなければ

ならない。

（入学前の既修得単位の認定）

第１７条　学則第９条の３の規定による入学前の既修得

単位の認定は，当該大学院が発行する成績証明書等に

より教育部教授会が行う。

　　　附　則

　この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２３年３月８日規則第６７号改正）

１　この規則は，平成２３年４月１日から施行する。

２　平成２２年度以前に入学した者については，改正後

の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　附　則（平成２４年１月３０日規則第２９号改正）

１　この規則は，平成２４年４月１日から施行する。

２　平成２３年度以前に入学した者については，改正後

の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

　　　附　則（平成２５年３月１９日規則第７９号改正）

　この規則は，平成２５年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２６年１月１６日規則第５１号改正）

１　この規則は，平成２６年４月１日から施行する。

２　平成２５年度以前に入学した者並びに平成２６年度に

転学部，再入学又は補欠入学する者及び平成２７年度

に第３年次に転学部，再入学又は補欠入学する者につ

いては，なお従前の例による。

　　　附　則

１　この規則は，平成２７年４月１日から施行する。

２　平成２６年度以前に入学した者並びに平成２７年度に

転学部，再入学又は補欠入学する者及び平成２８年度

に第３年次に転学部，再入学又は補欠入学する者につ

いては，この規則による改正後の第１３条及び別表第

２の規定にかかわらず，なお従前の例による。

別表

⑴　博士前期課程の授業科目及び単位数

　　地域科学専攻

　　　教育部共通科目

　　　専攻専門科目

　　　　地域創生分野

　　　　環境共生分野

 

単位数
授　業　科　目

選択必修
２地域経済特論演習

分　
　
　

野　
　
　

専　
　
　

門　
　
　

科　
　
　

目

２地域政策特論演習
２地域計画学特論
２地域計画学特論演習
２空間情報特論Ａ演習
２地域文化特論演習
２福祉社会特論Ａ演習
２空間情報特論Ｂ
２空間情報特論Ｃ
２芸術情報地域創生特論
２健康科学特論
２健康社会特論
２総合政策特論
２総合政策特論演習
２地域言語特論Ａ
２地域言語特論Ｂ
２地域言語文化特論
２地域社会特論
２地域創生メディア特論
２比較地域史特論Ａ
２比較地域史特論Ｂ
２福祉社会特論Ｂ
２マルチメディア工学
２都市・地域計画論
４都市及び交通システム計画
２ニュービジネス特論
２ビジネスモデル特論
２発展型地域創生特論
４地域創生特論
２応用生理学特論
２比較地域社会文化論（東アジア地域）

８地域科学特別演習Ⅰ

単位数
授　業　科　目

選択必修
２環境科学
２行動科学
２情報科学

２地域科学Ⅰ
４プロジェクト研究Ⅰ

単位数
授　業　科　目

選択必修

２地域経済特論分
野
コ
ア
科
目

２地域政策特論

２空間情報特論Ａ

２地域文化特論

２福祉社会特論Ａ

単位数
授　業　科　目

選択必修
２環境影響評価特論

分
野
コ
ア
科
目

２環境政策特論
２環境マネジメント特論
２地域行政法特論
２環境システム科学特論
２生物資源保全学特論
２環境共生学研究法特論
２環境影響評価特論演習

分　
　

野　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

２環境政策特論演習
２環境マネジメント特論演習
２地域行政法特論演習
２環境汚染物質特論
２環境共生科学特論
２遺伝環境科学特論
２環境共生生物学特論
２環境数理特論
２環境数理特論演習
２環境適応学特論
２環境物質科学特論
２資源環境経済学特論
２資源環境経済学特論演習
２食品安全科学特論
２生化学特論
２生物資源保全学特論演習
２生物資源化学特論
２生物資源特論
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　　　　基盤科学分野（文系）

　　　　基盤科学分野（理系）

　　臨床心理学専攻

　　　教育部共通科目

　　　専攻専門科目

⑵　博士後期課程の授業科目及び単位数

　　地域科学専攻

単位数
授　業　科　目

選択必修

２臨床心理学特論Ａ

２臨床心理学特論Ｂ

２臨床心理面接特論Ａ

２臨床心理面接特論Ｂ

２臨床心理査定演習Ａ

２臨床心理査定演習Ｂ

１臨床心理基礎実習Ａ

１臨床心理基礎実習Ｂ

１臨床心理実習Ａ

１臨床心理実習Ｂ

２認知心理学特論

２認知心理学特論演習

２生涯発達心理学特論

２家族研究特論

２臨床心理関係行政特論

２社会心理学特論

２精神医学特論

２障害臨床心理学特論

２福祉心理学特論

２心理療法特論

２学校臨床心理学特論

２臨床心理的地域援助特論

４臨床心理学特別演習

単位数
授　業　科　目

選択必修
２地域科学Ⅰ

２環境科学
２行動科学
２情報科学
４プロジェクト研究Ⅰ

単位数
授　業　科　目

選択必修

４地域科学Ⅱ

４プロジェクト研究Ⅱ

４地域科学特別演習Ⅱ

単位数
授　業　科　目

選択必修
２環境数理特論分

野
コ
ア
科
目

２物質情報特論
２地球科学特論
２物質科学特論
２物質エネルギー特論
２環境数理特論演習

分　

野　

専　

門　

科　

目

２地球科学特論演習
２物質科学特論演習
２情報数学特論
２数理情報特論
２環境分析化学特論
２環境分子化学特論
２物性計測特論
２物性科学特論
２発展型基盤科学理系特論

８地域科学特別演習Ⅰ

単位数
授　業　科　目

選択必修
２総合政策特論

分
野
コ
ア
科
目

２比較文化特論
２近現代社会特論
２経済学特論
２言語文化特論
２地域言語文化特論
２総合政策特論演習

分

野

専

門

科

目

２比較文化特論演習
２経済学特論演習
２言語文化特論演習
２産業経済法特論
２資源環境経済学特論
２資源環境経済学特論演習
２地域行政法特論
２地域経済特論
２地域経済特論演習
２地域言語特論Ａ
２地域言語特論Ｂ
２発展型基盤科学文系特論

８地域科学特別演習Ⅰ

単位数
授　業　科　目

選択必修
２共生環境化学特論

分
野
専
門
科
目

２総合政策特論
２地域経済特論
２発生情報科学特論
２環境システム工学特論
２発展型環境共生特論

８地域科学特別演習Ⅰ
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徳島大学大学院総合科学教育部における授業

科目の履修方法に関する細則

第１条　 この細則は，徳島大学大学院総合科学教育部規
則（以下「規則」という。）第６条第６項の規定に基づ

き，徳島大学大学院総合科学教育部における授業科目

の履修方法について必要な事項を定めるものとする。

第２条　学生は，規則別表に定める授業科目について，

次の各号に掲げるとおり単位を修得しなければならな

い。

　⑴　博士前期課程地域科学専攻の履修方法は次のとお

りとする。

　　イ　学生は，所属する分野の授業科目を履修する。

　　ロ　教育部共通科目の８単位以上を履修する。

　　ハ　各分野のコア科目から６単位以上を履修する。

　　ニ　各分野の専攻専門科目から８単位以上を履修す

る。その際，履修指導により他分野の科目を４単

位まで履修することができる。

　　ホ　特別演習は，指導教員の指導の下で履修する。

　⑵　博士前期課程臨床心理学専攻の履修方法は次のと

おりとする。

　　イ　学生は，所属する専攻の授業科目を履修する。

　　ロ　教育部共通科目の４単位以上を履修する。

　　ハ　専攻専門科目の選択科目から８単位以上を履修

する。

　　ニ　特別演習は，指導教員の指導の下で履修する。

　⑶　博士後期課程の履修方法は次のとおりとする。

　　イ　学生は，所属する専攻の授業科目を履修する。

　　ロ　特別演習は，指導教員の指導の下で履修する。

　　　附　則

　この細則は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　則

１　この細則は，平成２６年４月１日から施行する。

２　平成２５年度以前に入学した者については，改訂後

の規定に関わらず，なお従前の例による。 
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徳島大学大学院総合科学教育部学位規則実施細則

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この細則は，徳島大学学位規則（以下「規則」

という。）第１９条の規定に基づき，徳島大学大学院総

合科学教育部（以下「教育部」という。）における学位

審査に必要な事項を定めるものとする。

第２章　課程修了による学位審査

（学位論文の提出時期及び資格要件）

第２条　規則第６条第１項の規定による博士論文の提出

時期は，博士後期課程第３年次の１月以降（後期の学

期から入学した者については７月以降）の指定の期間

とする。ただし，徳島大学大学院学則（以下「学則」

という。）第１２条第１項ただし書及び第３項ただし書

の規定による優れた研究業績を上げたと認められる者

については，博士後期課程第１年次の１月（後期の学

期から入学した者については７月）まで，学則第１２

条第２項ただし書の規定による優れた研究業績を上げ

たと認められる者については，博士後期課程第２年次

の１月（後期の学期から入学した者については７月）

まで博士論文の提出時期を繰り上げることができる。

２　規則第６条第４項の規定による修士論文の提出時期

は，博士前期課程第２年次の２月以降（後期の学期か

ら入学した者については７月以降）の指定の期間とす

る。ただし，学則第１１条第１項ただし書の規定によ

る優れた業績を上げたと認められる者については，博

士前期課程第１年次の２月（後期の学期から入学した

者については７月）まで修士論文の提出時期を繰り上

げることができる。

３　前２項の規定による学位論文の提出に当たっては，

提出の日までに所定の単位を修得し，かつ，必要な研

究指導を受けていなければならない。

（学位論文提出の手続）

第３条　博士論文の審査を受けようとする者は，あらか

じめ教育部教授会の承認を受けて次の各号に掲げる書

類を教育部長に提出するものとする。ただし，第２号

から第６号までの書類については，別に審査用として

必要部数を添付するものとする。

　⑴　学位申請書（様式１） １部

　⑵　履歴書（様式５） １部

　⑶　論文目録（様式６） １部

　⑷　博士論文 １部

　⑸　論文内容要旨　和文１,０００～１,５００字（様式７）
 　１部

　⑹　参考論文（公刊予定のものは，受理証明書を添え

た投稿原稿の写し） 各１部

　⑺　承諾書（様式８－１） 共著者　各１部

　⑻　誓約書（様式１２） １部

２　修士論文の審査を受けようとする者は，指導教員の

承認を受けて次の各号に掲げる書類を教育部長に提出

するものとする。ただし，第２号から第５号までの書

類については，別に審査用として必要部数を添付する

ものとする。

　⑴　学位申請書（様式２） １部

　⑵　履歴書（様式５） １部

　⑶　論文目録（様式６） １部

　⑷　修士論文 １部

　⑸　論文内容要旨　和文６００～１,０００字（様式７）
 　１部

（審査委員会）

第４条　学位論文が受理されたときは，教育部教授会は，

申請者ごとに審査委員会を組織し，論文審査及び最終

試験の実施を付託する。

（論文審査等の実施）

第５条　審査委員会は，論文審査及び最終試験を行い，

その結果を文書をもって教育部長に報告する。

２　前項の文書は，論文審査の結果の要旨（様式９）及

び最終試験報告書（様式１０）とする。

（課程修了の議決）

第６条　教育部教授会は，審査委員会による論文審査及

び最終試験の報告に基づき審議の上，担当者の投票に

より課程修了の可否を議決する。

（学位授与の時期）

第７条　前条の規定による合格者に対する学位授与の時

期は，原則として次のとおりとする。

　⑴　博士

　　イ　標準修業年限内に合格した者（ロ及びハに規定

する者を除く。）第３学年末の定められた日

　　ロ　学則第１２条第１項ただし書及び第３項ただし

書の規定により合格した者　第１学年末の定めら

れた日。ただし，第２学年又は第３学年で合格し

た者については合格した日

　　ハ　学則第１２条第２項ただし書の規定により合格

した者　第２学年末の定められた日。ただし，第

３学年で合格した者については合格した日

　　ニ　その他の者　合格した日

　⑵　修士

　　イ　標準修業年限内に合格した者（ロに規定する者

を除く。）　第２学年末の定められた日

　　ロ　学則第１１条第１項ただし書の規定により合格

した者　第１学年末の定められた日。ただし，第

２学年で合格した者については合格した日

　　ハ　その他の者　合格した日

第３章　論文提出による学位審査

（論文提出による学位請求の時期及び資格要件）

第８条　規則第６条第２項の規定による博士論文の提出

時期は，毎年４月または１０月の指定の期日までとす

る。

２　前項の規定により博士論文を提出して学位を請求す

ることのできる者は，次の各号の一に該当する者とす

る。

　⑴　徳島大学大学院総合科学教育部博士後期課程に所

定の年限以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた後退学した者

　⑵　教育部博士後期課程に１年以上３年未満在学した

後退学した者については，所定の年限から在学期間

を差し引いた期間に１年を加えた期間以上の研究歴

を有する者

　⑶　大学院修士課程又は大学院博士前期課程を修了後，

原則として５年以上の研究歴を有する者

　⑷　大学又は旧制の専門学校を卒業後，原則として８

年以上の研究歴を有する者

　⑸　短期大学又は工業高等専門学校を卒業後，原則と

して１０年以上の研究歴を有する者

　⑹　前各号のほか，教育部教授会において，学位請求

の資格を有すると認めた者

３　前項の研究歴とは，次の各号に掲げるものとする。

　⑴　大学の専任教員として研究に従事した期間

　⑵　大学院の学生として在学した期間
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　⑶　大学院の研究生として研究に従事した期間

　⑷　官公庁，会社等において研究に従事した期間

　⑸　その他教育部教授会において認めた期間

（論文提出による学位請求の提出手続き）

第９条　論文提出による学位を請求しようとする者は，

あらかじめ教育部教授会の承認を受けて次の各号に掲

げる書類を教育部長に提出するものとする。ただし，

第３号から第７号までの書類については，別に審査用

として必要部数を添付するものとする。

　⑴　学位申請書（様式３） １部

　⑵　学位申請調書（様式４） １部

　⑶　履歴書（様式５） １部

　⑷　論文目録（様式６） １部

　⑸　博士論文 １部

　⑹　論文内容要旨　和文１,０００～１,５００字（様式７）
 　１部

　⑺　参考論文のあるときは，当該論文（公刊予定のも

のは，受理証明書を添えた投稿原稿の写し） 各１部
　⑻　承諾書（様式８－１） 共著者　各１部

　⑼　最終学歴の卒業（修了）証明書 １部

　⑽　写真（手札型，脱帽，上半身）最近６月以内に撮

影したもの。　 １枚

　⑾　学位論文審査手数料

　⑿　誓約書（様式１２） １部

（論文審査委員会）

第１０条　学位論文が受理されたときは，教育部教授会

は，申請者ごとに論文審査委員会を組織し，論文審査

及び試問の実施を付託する。

（論文提出による論文審査等の実施）

第１１条　論文審査委員会は，論文審査及び試問を行い，

その結果を文書により教育部長に報告する。

２　前項の文書は，論文審査の結果の要旨（様式９）及

び試問結果報告書（様式１１）とする。

（論文審査等の議決）

第１２条　教育部教授会は，論文審査委員会による論文

審査及び試問の結果の報告に基づき審議の上，担当者

の投票により学位授与の合否を議決する。

（学位授与の時期）

第１３条　前条の規定による合格者に対する学位授与の

時期は，合格した日とする。

第４章　雑則

（実施細目）

第１４条　この細則に定めるもののほか，学位審査に関

し必要な細目は，その都度教育部教授会が定める。

　　　附　則

　この細則は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この細則は，平成２７年４月１日から施行する。

様式２

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　　殿

署　名　　　　　　　　　　　　

学　位　申　請　書

　このたび，徳島大学学位規則第６条第４項の規定に基づ

き，学位論文の審査及び最終試験を実施くださるよう関係

書類を添えて申請します。

（指導教員氏名　　　　　　　印）

様式３

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　　殿

署　名　　　　　　　　　　　　

学　位　申　請　書

　このたび，徳島大学学位規則第６条第２項の規定に基づ

き，博士の学位を請求したいので学位論文の審査及び最終

試験を実施くださるよう関係書類を添えて申請します。

（指導教員氏名　　　　　　　印）

様式１

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　　殿

署　名　　　　　　　　　　　　

学　位　申　請　書

　このたび，徳島大学学位規則第６条第１項の規定に基づ

き，博士の学位論文の審査及び最終試験を実施くださるよ

う関係書類を添えて申請します。

（指導教員氏名　　　　　　　印）
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様式９様式６

様式４

学　位　申　請　調　書

１　申請者氏名

　

２　博士論文題目

３　博士論文指導者　　所属職名

　　　　　　　　　　　氏　　名

４　博士論文作成（研究）場所及び当時の身分

５　現在の勤務先及び職名

６　紹介教員（徳島大学大学院総合科学教育部研究指導担当教員）

　　　　氏名

７　通信連絡先

様式８－１

承　　諾　　書

平成　　年　　月　　日

徳島大学大学院総合科学教育部長　殿

共著者氏名　　　　　　　　　印
所属職名　　　　　　　　　　　

博士論文題目「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
共著論文
平成　年　月発行　◯◯雑誌第◯巻◯号◯◯～◯◯ページに発表済

　上記共著論文を　　　　　　　　氏が徳島大学に申請する博士
の学位論文の参考論文（主論文）として使用することに異議ありま
せん。
　なお，将来においても博士論文として他に使用しません。

論　　文　　目　　録

氏名

甲　総
乙　総
　　　　第　　　　号
学　修
心　修

報 告 番 号

学位論文題目

論文の目次

備考
　１　論文題目は，用語が英語以外の外国語のときは日本語訳を付
けて，外国語，日本語の順に列記すること。

　２　参考論文は，論文題目，著者名，公刊の方法及び時期を順に明
記すること。

　３　参考論文は，博士論文の場合に記載すること。

様式５

履　　歴　　書
甲　総
乙　総
　　　　　　　　第　　　　　　　号
学　修
心　修

報 告 番 号

男
女

昭和　年　月　日
生年
月日

（ふりがな）
氏　　　　名

本　　　　籍
（都道府県名）

現　 住　 所

学　歴
　　　　　年　　月　　日
　　　　　年　　月　　日
　　　　　年　　月　　日
　　　　　年　　月　　日

研究歴
　　　　　年　　月　　日

職　歴
　　　　　年　　月　　日

賞　罰

　上記のとおり相違ありません。
　　　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名
注　学歴は，高等学校卒業以後について記入すること。

様式７

論　文　内　容　要　旨

氏名

甲　総
乙　総
　　　　第　　　　号
学　修
心　修

報 告 番 号

学位論文題目

内容要旨

　　博士論文　　和文１,０００字～１,５００字
　　修士論文　　和文６００字～１,０００字

論文審査の結果の要旨

氏名

甲　総
乙　総
　　　　第　　　　号
学　修
心　修

報 告 番 号

主　査

副　査

副　査

審 査 委 員

学位論文題目

審査結果の要旨
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様式１１

試　問　結　果　報　告　書

氏名乙　総　第　　　　号報 告 番 号

平成　　　年　　　月　　　日実 施 年 月 日

　
口　　頭
筆　　答

試 験 方 法
専 門 科 目
外国語（英語）

試問の結果の要旨

決　定（該当を○で囲む。） 合　　　否　　

主　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印

副　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印

副　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印

様式１０

最　終　試　験　報　告　書

氏名

甲　総
乙　総
　　　　第　　　　号
学　修
心　修

報 告 番 号

平成　　　年　　　月　　　日実 施 年 月 日

口　　頭試 験 方 法

試験結果の要旨

決　定（該当を○で囲む。） 可　　　否　　

主　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印
副　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印
副　　査　　氏　名　　　　　　　　　　印

様式１２

誓　　約　　書

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　殿

学位申請者氏名（自署）　　　　　　　　　　
学位申請論文名　　　　　　　　　　　　　　

　私は，博士（学術）の学位申請にあたり，研究倫理に関する諸規
範を遵守し，データ及び調査結果等の捏造，改ざん，盗用及び論文
の二重投稿等研究不正をしていないことを誓約します。

研究指導教員　確認

　剽窃防止ソフトを用い上記論文を調査するとともに，上記論
文に研究不正がないことを確認しました。
　

所　　　　属　　　　　　　　　　　　　　
研究指導教員（自署）　　　　　　　　　　
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徳島大学大学院総合科学教育部の博士学位

審査に関する内規

平成２１年４月１日　　　　

大学院総合科学教育部長制定

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この内規は，徳島大学大学院総合科学教育部学

位規則実施細則（以下「細則」という。）第１４条の規

定に基づき，徳島大学大学院総合科学教育部（以下「教

育部」という。）における博士学位審査に必要な細目を

定めるものとする。

第２章　課程修了による学位審査

（予備審査）

第２条　細則第２条第１項に規定する時期に課程博士の

学位論文を提出しようとする者は，細則第３条第１項

の規定により，あらかじめ教育部教授会による予備審

査を受け，承認を得るものとする。

（予備審査の申請書類）

第３条　予備審査を申請する者は，指導教員の承認を得

て，次の各号に掲げる書類を教育部長に提出するもの

とする。ただし，第２号及び第３号の書類については，

予備審査委員会の委員（審査協力者を含む。）が３人を

超える場合は，その委員の数の部数とする。

　⑴　予備審査申請書（様式１） １部

　⑵　学位論文の内容梗概 ３部

　⑶　参考論文（学術雑誌に投稿中のものは，その原稿

の写し）（様式３） 各３部

（予備審査の申請時期）

第４条　予備審査の申請時期は，予定されている学位論

文提出時期の３月以前とする。

（予備審査の付託）

第５条　予備審査の申請があったときは，教育部長は教

育部教授会に付議し，申請者ごとに予備審査委員会を

組織し，学位論文の審査の請求に値するか否かを決定

するための予備審査を付託する。

（予備審査委員会）

第６条　予備審査委員会は，教育部研究指導担当教員の

うちから，申請者の指導教員を含めて選出された３人

以上の委員によって構成する。ただし，必要があると

きは，本学大学院の教育部担当の教員又は他の大学院

若しくは研究所等の教員等の協力（予備審査委員に加

わることを含む。）を求めることができる。

２　予備審査委員会に委員の互選による委員長を置き，

委員長は予備審査委員会の総括を行う。

３　予備審査委員会は，予備審査を付託された日から１

月以内に，学位論文の審査の請求に値するか否かを決

定し，委員長はその結果を教育部教授会に報告する。

（予備審査の議決と結果の通知）

第７条　教育部教授会は，予備審査委員会委員長の報告

に基づき，学位論文の審査の請求に値するか否かを審

議の上議決し，教育部長はその結果を速やかに申請者

に通知する。

（課程博士の学位論文の提出時期）

第８条　課程博士の学位論文を提出する時期は，博士後

期課程の各学年の１月又は７月の指定の期日までとす

る。第１５条で定める単位修得退学後３年以内の者に

ついても同様とする。

（参考論文）

第９条　細則第３条第１項第６号の参考論文とは，申請

者によって執筆され，学位論文の主要な内容が記述さ

れた公刊論文又は公刊されることが証明された論文原

稿をいう。

２　前項の参考論文には，原則として，学位申請者が主

として寄与した研究成果を申請者自身が執筆し，権威

ある学術雑誌に投稿して査読の結果，掲載が認められ

た主論文もしくは著書（分担執筆を含む）が１報以上

あることを必要とする。

３　公刊論文として，さらに数編程度の副論文があるこ

とが望ましい。

４　主論文が学位申請者を含む複数の著者によって執筆

された共著論文の場合には，その論文の成果が主とし

て学位申請者が寄与したものであり，主要部分が申請

者によって執筆されたものであることを，すべての共

著者が署名捺印の上証明する細則第３条第１項第７号

の承諾書の提出を必要とする。なお，指導教員が論文

提出について共著者の承諾を得ている場合は，承諾確

認書（細則様式３）をもってこれに代えることができ

る。

（主論文）

第１０条　主論文は，ただ１人の学位論文に用いられる

ものでなければならない。そのため，学位申請者の単

著又は筆頭著者であることが望ましいが，特別な事情

によってそうでない場合には，前条の承諾書又は承諾

確認書を提出させるとともに，審査委員はその事情を

教育部教授会で説明するものとする。

（副論文）

第１１条　副論文とは，学位申請者が参加した研究の成

果を執筆した同種の公刊論文をいう（単著又は筆頭著

者であることを問わない。）。申請者が筆頭著者として

執筆し，著者自身が発表した国際会議論文なども含む。

（審査委員会）

第１２条　細則第４条に規定する審査委員会は，申請者

の指導教員を含めて選出された３人以上（教育部教授

会構成員の３人を含む。）の委員によって構成する。た

だし，必要があるときは，学位論文の審査等に当たっ

て，本学大学院の教育部担当の教員又は他の大学院若

しくは研究所等の教員等の協力（審査委員に加わるこ

とを含む。）を求めることができる。

２　審査委員会に審査委員主査（以下「主査」という。）

を置き，主査は審査委員会の総括を行う。ただし，主

査に指導教員を選出することはできない。

（学位論文の公聴会）

第１３条　論文審査の段階において，審査委員会は，学位

論文の公聴会を開催するものとする。

２　主査は，学位論文の公聴会の開催日を，原則として

開催日の１週間前までに申請者に通知するとともに，

関係教室等への掲示をもって公示するものとする。

（最終試験）

第１４条　細則第５条第１項の最終試験は，口頭による

専門科目試験とする。

（単位修得退学者の取扱い）

第１５条　徳島大学大学院総合科学教育部博士後期課程

に所定の年限以上在学し，所定の単位を修得後退学し

た者は，退学後３年以内であれば課程博士の学位審査

を受けることができる。 
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第３章　論文提出による学位審査

（論文提出による予備審査）

第１６条　細則第８条第１項に規定する論文提出による

学位審査を申請しようとする者は，細則第９条の規定

により，あらかじめ教育部教授会による予備審査を受

け，承認を得るものとする。

（紹介教員）

第１７条　申請者は，論文内容に関連ある研究分野の教

育部研究指導担当教員を紹介教員として選ぶものとす

る。

（論文提出による予備審査の申請書類）

第１８条　論文の予備審査を申請する者は，紹介教員の

承認を得て，次の各号に掲げる書類を教育部長に提出

するものとする。ただし，第２号及び第３号の書類に

ついては，予備審査委員会の委員（審査協力者を含

む。）が３人を超える場合は，その委員の数の部数とす

る。

　⑴　論文予備審査申請書（様式予２） １部

　⑵　学位論文の内容梗概 ３部

　⑶　参考論文（学術雑誌に投稿中のものは，その原稿

の写し） 各３部

　⑷　履歴書

　⑸　最終学歴の卒業又は修了証明書

（論文提出による予備審査の申請時期）

第１９条　予備審査の申請時期は，予定されている学位

論文提出時期の３月以前とする。

（論文提出による予備審査の付託）

第２０条　予備審査の申請があったときは，教育部長は

教育部教授会に付議し，申請者ごとに論文予備審査委

員会を組織し，学位論文の審査の請求に値するか否か

を決定するための予備審査を付託する。

（論文予備審査委員会）

第２１条　論文予備審査委員会は，教育部研究指導担当

教員のうちから，紹介教員を含めて選出された３人以

上の委員によって構成する。ただし，必要があるとき

は，本学大学院の教育部担当の教員又は他の大学院等

若しくは研究所の教員等の協力（論文予備審査委員に

加わることを含む。）を求めることができる。

２　論文予備審査委員会に委員の互選による委員長を置

き，委員長は論文予備審査委員会の総括を行う。

３　論文予備審査委員会は，予備審査を付託された日か

ら１月以内に，学位論文の審査の請求に値するか否か

を決定し，委員長はその結果を教育部教授会に報告す

る。

（論文予備審査の議決と結果の通知）

第２２条　教育部教授会は，論文予備審査委員会委員長

の報告に基づき，学位論文の審査の請求に値するか否

かを審議の上議決し，教育部長はその結果を速やかに

申請者に通知する。

（論文提出による学位論文の提出時期）

第２３条　論文提出による学位論文を提出する時期は，

毎年４月又は１０月の指定の期日までとする。

（論文提出による博士論文の提出書類）

第２４条　細則第８条第２項第１号に該当する者につい

ては，細則第９条に規定する書類等のうち第９号及び

第１０号の書類の提出を要しないものとする。

（論文提出による参考論文）

第２５条　細則第９条第７号の参考論文とは，申請者に

よって執筆され，学位論文の主要な内容が記述された

公刊論文又は公刊されることが証明された論文原稿を

いう。

２　前項の参考論文には，原則として，学位申請者が主

として寄与した研究成果を申請者自身が執筆し，権威

ある学術雑誌に投稿して査読の結果，掲載が認められ

た主論文もしくは著書（分担執筆を含む）が３報以上

あることを必要とする。

３　公刊論文として，さらに数編程度の副論文があるこ

とが望ましい。

４　主論文が学位申請者を含む複数の著者によって執筆

された共著論文の場合には，その論文の成果が主とし

て学位申請者が寄与したものであり，主要部分が申請

者によって執筆されたものであることを，すべての共

著者が署名捺印の上証明する細則第９条第８号の承諾

書の提出を必要とする。

５　主論文及び副論文については，それぞれ第１０条及

び第１１条の規定を準用する。

（論文審査委員会）

第２６条　細則第１０条に規定する論文審査委員会は，紹

介教員を含めて選出された３人以上（教育部教授会構

成員の３人を含む。）の委員によって構成する。ただし，

必要があるときは，学位論文の審査に当たって，本学

大学院の教育部担当の教員又は他の大学院若しくは研

究所等の教員等の協力（論文審査委員に加わることを

含む。）を求めることができる。

２　審査委員会に審査委員主査（以下「主査」という。）

を置き，主査は審査委員会の総括を行う。ただし，主

査に紹介委員を選出することはできない。

（論文提出による学位論文の公聴会）

第２７条　論文審査の段階において，論文審査委員会は，

学位論文の公聴会を開催するものとする。

２　主査は，学位論文の公聴会の開催日を，原則として

開催日の１週間前までに申請者に通知するとともに，

関係教室等への掲示をもって公示するものとする。　

（試問）

第２８条　細則第１１条第１項の試問は，専門科目につい

ては口頭で，外国語については筆答で行う。

２　外国語の試問は，英語について行う。

３　外国語の主論文又は申請者自身が発表した国際会議

論文がある場合には，外国語の試問は免除する。

　　　附　　則

　この内規は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　　則

　この内規は，平成２７年４月１日から施行する。
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 修士論文審査委員に関する申合せ

－平成２１年２月１０日研究科委員会承認－

　

１．審査委員（主査１人，副査２人）になることができ

る者は指導教員とする。ただし，特別な事情がある場

合は副査のうち１人を授業担当教員とすることができ

る。

２．主査は論文指導を行った指導教員とする。

３．論文指導を行った指導教員が複数である場合は，そ

のうち２人までを主査又は副査にすることができる。

４．主査は２人の副査を推薦するものとする。

様式３

承　　諾　　確　　認　　書

平成　　年　　月　　日

徳島大学大学院総合科学教育部長　殿

指導教員氏名　　　　　　　　　印

学位論文申請者氏名

博士論文題目「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

共著論文

平成　年　月発行　◯◯雑誌第◯巻◯号◯◯～◯◯ページに発表済

　上記共著論文を　　　　　　　　氏が徳島大学に申請する博士
の学位論文の参考論文（主論文）として使用することについて，全
共著者から異議がないこと及び将来においても博士論文として他
に使用しないことを確認しております。

様式１

平成　　年　　月　　日

徳島大学大学院総合科学教育部長　殿

署　名　　　　　　　　　　　　

予　備　審　査　申　請　書

　このたび，徳島大学大学院総合科学教育部の博士学位審

査に関する内規第２条の規定に基づき，予備審査を実施く

ださるよう関係書類を添えて申請します。

様式２

平成　　年　　月　　日

徳島大学大学院総合科学教育部長　殿

署　名　　　　　　　　　　　　

論　文　予　備　審　査　申　請　書

　このたび，徳島大学大学院総合科学教育部の博士学位審

査に関する内規第１６条の規定に基づき，論文予備審査を

実施くださるよう関係書類を添えて申請します。
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徳島大学大学院総合科学教育部博士前期課程

学位論文審査基準

地域科学専攻・臨床心理学専攻

　修士の学位論文は，次に掲げる点を総合的に考慮し，

かつ，審査対象者が学位申請を行った分野の研究者とし

て研究活動を行い，又はその他専門的な業務に従事する

に必要な倫理観，技術力，研究能力及びその基礎となる

学識を有していると認められる場合に合格とする。

１　研究の動機，および意義

　　研究テーマ及び問題設定に学術的及び社会的意義が

あると認められること。

２　他の諸研究の状況及び本研究との関連

　　先行研究と関連づけつつ，研究テーマ及び問題設定

に対して適切な研究方法を実践していること。

３　本研究における独自性・独創性

　　研究テーマ及び問題設定，分析方法，結論等に独創

性が認められること。

４　本研究の成果とその評価について

　　当該研究領域の発展に貢献する学術的価値が認めら

れること。

５　今後の発展性

　　専門的な業務に従事するに必要な倫理観，技術力，

研究能力及びその基礎となる学識を有すると認められ，

社会的活動が期待できること。

徳島大学大学院総合科学教育部博士後期課程

学位論文審査基準

地域科学専攻

　博士の学位論文は，次に掲げる点を総合的に考慮し，

かつ，審査対象者が学位申請を行った分野の研究者とし

て自立して研究活動を行い，又はその他高度に専門的な

業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎と

なる豊かな学識を有していると認められる場合に合格と

する。

１　研究テーマ・問題設定の妥当性

　　研究テーマ及び問題設定に独創性や新規性があり，

学術的及び社会的意義があると認められること。

２　研究方法の妥当性

　　研究テーマについて，適切に先行研究と関連づけつ

つ，問題設定に対してふさわしい研究方法を実践して

いること。

３　結論の妥当性

　　結論がそれまでの展開を踏まえて論理的且つ明確に

導き出されていること。

４　独創性・オリジナリティ

　　研究テーマ及び問題設定，分析方法，結論等に注目

すべき独創性が認められること。

５　社会又は学会等への貢献

　　社会への貢献が期待され，又は当該研究領域の発展

に貢献する学術的価値が認められること。

６　総合力

　　高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の倫理

観，技術力，研究能力及びその基礎となる豊かな学識

を有すると認められ，研究者として自立して研究活動

を行うことができること。
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徳島大学大学院総合科学教育部（博士前期課程）

地域科学専攻において優れた研究業績を上げた

者の期間短縮修了に関する要項

（目的）

第１条　この要項は，徳島大学大学院学則（以下「学則」

という。）第１１条第１項ただし書の規定に基づく，徳

島大学大学院総合科学教育部（博士前期課程）地域科

学専攻における優れた業績を上げた者の修了年限短縮

の認定に関し，必要な事項を次のとおり定める。

（認定申請の時期）

第２条　認定申請を行う時期は，徳島大学大学院総合科

学教育部学位規則実施細則第２条第２項及び同条ただ

し書きに定める修士論文の提出時期の３か月前までと

する。

（認定の基準）

第３条　期間短縮修了の認定は，次の各号に掲げる要件

の全てに該当する場合に行うことができる。

　⑴　当該分野が定める要件を満たしていること。

　⑵　当該分野の学生が期間短縮修了を希望しているこ

と。

（認定の手続）

第４条　期間短縮修了を希望する者は期間短縮修了希望

願書（別紙様式１）を所属する教育部教務・入学試験

委員会分野小委員会委員長（以下「分野委員長」とい

う。）に提出するものとする。

２　分野委員長は，前項の提出を受けて分野小委員会を

開き，申請者が前条に定める基準を満たしていること

を確認した上で，期間短縮修了者推薦書（別紙様式２）

を徳島大学大学院総合科学教育部長（以下「教育部長」

という。）に提出するものとする。

（審査結果の決定）

第５条　教育部長は前条の申請を受理したときは，学則

第１１条第１項ただし書きに規定する優れた研究業績

を上げた者の認定審査を教育部教務・入試委員会に付

託する。

２　教育部教務・入学試験委員会は付託された前項の申

請について審議し，認定の可否について教育部長に報

告する。

３　教育部長は，前項の報告に基づき認定の可否を決定

する。

４　教育部長は，前項の規定により，認定を可決された

ものに対し，修士論文審査の申請を許可する。

（疑義解釈）

第６条　この要項の実施に関し，疑義が生じた場合は，

教育部教務・入学試験委員会において解釈する。　

（要項の改廃）

第７条　この要項の改廃は，教育部教務・入学試験委員

会及び徳島大学大学院総合科学教育部教授会の議を経

なければならない。

　　　附　則

　この要項は，平成２４年４月１日から実施し，平成２３

年度入学者から適用する。 

各分野（博士前期課程）において優れた業績を上げた者

の期間短縮修了に関する要件

要　　　　　件分野

　業績が優れており，かつ，次の各号の一つに該当する
ことを分野小委員会で認められれば，徳島大学大学院
学則第１１条第１項ただし書きの規定に基づき，在学期
間に関しては，大学院に１年以上在学すれば足りるも
のとする。
⑴　権威ある学術雑誌に主著者として投稿し，査読の
結果受理された論文が１編以上あること。
⑵　発表した，又は発表予定の国際会議論文があるこ
と。
⑶　権威あるコンクールに入選した作品があること。
⑷　学会活動等で顕著な活動が認められていること。
⑸　その他，顕著な業績をあげていること。

地
域
創
生

　業績が優れており，かつ，次の各号の一つに該当する
ことを分野小委員会で認められれば，徳島大学大学院
学則第１１条第１項ただし書きの規定に基づき，在学期
間に関しては，大学院に１年以上在学すれば足りるも
のとする。
⑴　権威ある学術雑誌に主著者として投稿し，査読の
結果受理された論文が１編以上あること。
⑵　発表した，又は発表予定の国際会議論文があるこ
と。
⑶　学会活動等で顕著な活動が認められていること。
⑷　その他，顕著な業績をあげていること。

環
境
共
生

　業績が優れており，かつ，次の各号の一つに該当する
ことを分野小委員会で認められれば，徳島大学大学院
学則第１１条第１項ただし書きの規定に基づき，在学期
間に関しては，大学院に１年以上在学すれば足りるも
のとする。
⑴　権威ある学術雑誌に主著者として投稿し，査読の
結果受理された論文が在学中に１編以上あること。
⑵　その他，顕著な業績をあげていること。

基
盤
科
学

（文系）

　業績が優れており，かつ，次の各号の一つに該当する
ことを分野小委員会で認められれば，徳島大学大学院
学則第１１条第１項ただし書きの規定に基づき，在学期
間に関しては，大学院に１年以上在学すれば足りるも
のとする。
⑴　権威ある学術雑誌に主著者として投稿し，査読の
結果受理された論文が１編以上あること。
⑵　発表した，又は発表予定の国際会議論文があるこ
と。
⑶　学会活動等で顕著な活動が認められていること。
⑷　その他，顕著な業績をあげていること。

基
盤
科
学

（理系）
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様式１

平成　　年　　月　　日

期間短縮修了希望願書（博士前期課程）

総合科学教育部長　殿

所　属　　博士前期課程地域科学専攻

　　　　　　　　　　分野　　　年次

氏　名　　　　　　　　　　　　　印

　私は，徳島大学大学院学則第１１条第１項ただし書きによる修

了を希望します。

　なお，期間短縮修了の要件に該当する業績については，共著者

が博士論文として使用しないことを確認しております。

様式２

平成　　年　　月　　日

期間短縮修了者推薦書（博士前期課程）

総合科学教育部長　殿

教育部教務・入学試験委員会分野小委員会委員長

　　氏　名　　　　　　　　　　　　印

指導教員　　　　　　　　　　　　　　

　　氏　名　　　　　　　　　　　　印

　下記の者は，徳島大学大学院総合科学教育部（博士前期課程）

において優れた業績を上げた者の期間短縮修了に関する要項第

３条に規定する認定基準を満たしていると認め，同要項第４条

の規定に基づき推薦します。

記

氏　名所　　　属入学時期

博士前期課程地域科学専攻
　　　　　　　分野　　年次

平成　　年　　月

推薦理由
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徳島大学大学院総合科学教育部（博士後期課程）

において優れた研究業績を上げた者の期間短縮

修了に関する要項

　

（目的）

第１条　この要項は，徳島大学大学院学則（平成７年規

則第１１８１号）第１２条第１項ただし書，同条第２項た

だし書及び同条第３項ただし書の規定に基づく，徳島

大学大学院総合科学教育部（博士後期課程）における

優れた研究業績を上げた者の修了年限短縮の認定に関

し，必要な事項を次のとおり定める。　

（認定申請の時期）

第２条　認定申請を行う時期は，徳島大学大学院総合科

学教育部の博士学位に関する内規（以下「内規」とい

う。）第４条に定める学位論文予備審査の申請の１か月

前までとする。

（認定基準）

第３条　研究業績が優れており，権威ある学術雑誌に投

稿し，査読の結果受理された主論文が３編以上あり，

かつ，次の各号の一に該当する者について，認定を行

うものとする。

　⑴　本人自身が発表した，又は発表予定の国際会議論

文があること。　

　⑵　学会から本人自身の研究に対して論文賞などを受

賞していること。

　⑶　共同研究プロジェクト等に貢献していること。

　⑷　学会活動等での顕著な活躍が認められていること。

　⑸　日本学術振興会特別研究員に採用され，又は採用

予定であること。

　⑹　その他，顕著な研究業績を上げていること。

（認定手続き）

第４条　指導教員は，前条に定める基準を満たす者があ

る場合は，期間短縮修了者推薦書（別紙様式１）に内

規第３条第２号及び第３号に定める書類を添付し，徳

島大学大学院総合科学教育部長（以下「教育部長」と

いう。）あて申請するものとする。　

（認定審査の付託）

第５条　教育部長は，前条の申請を受理したときは，当

該申請に係る認定審査を教育部教務・入学試験委員会

へ付託する。　

（審査委員会の設置）

第６条　教育部教務・入学試験委員会は，前条の付託を

受けたときは，第２条に規定する優れた研究業績を上

げた者の認定に関し，審査委員会を設置する。　

（審査委員会の組織）

第７条　審査委員会は，次の各号に掲げる委員をもって

組織する。　

　⑴　博士後期課程小委員会委員長　

　⑵　教育部教務・入学試験委員会の博士後期課程担当

の委員　１名

　⑶　研究指導教員から博士後期課程小委員会委員長が

指名する教員　１名

２　審査委員会に委員長を置き，その選出は委員の互選

とする。　

３　委員長は，第１項の委員以外の者の出席を求め，意

見を聴くことができる。　

（審査及び結果の報告）

第８条　教育部教務・入学試験委員会は，審査委員会の

結論に基づく審議を博士後期課程小委員会に付託し，

その審議の結果を承認する。

２　教育部教務・入学試験委員会委員長は，前項の結果

を教育部長へ報告するものとする。

（審査結果の決定）

第９条　教育部長は，前条の報告に基づき，第２条に規

定する優れた研究業績を上げた者の認定の可否を決定

する。　

２　教育部長は，前項の規定により，認定を可決された

者に対し，博士論文予備審査の申請を許可する。　

（疑義解釈）

第１０条　この要項の実施に関し，疑義が生じた場合は，

博士後期課程小委員会に解釈を付託し，その結果を教

育部教務・入学試験委員会において承認する。　

（要項の改廃）

第１１条　この要項の改廃は，教育部教務・入学試験委

員会及び徳島大学大学院総合科学教育部教授会の議を

経なければならない。　

　　　附　則

　この要項は，平成２４年４月１日から実施し，平成２２

年度入学者から適用する。

様式１

平成　　年　　月　　日

期間短縮修了者推薦書（博士後期課程）

総合科学教育部長　殿

指導教員　　　　　　　　　　　　　　

　　氏　名　　　　　　　　　　　　印

　下記の者は，徳島大学大学院総合科学教育部（博士後期課程）にお

いて優れた業績を上げた者の期間短縮修了に関する要項第３条に規

定する認定基準を満たしていると認め，同要項第４条の規定に基づ

き推薦します。

記

氏　名所　　　属入学時期

博士後期課程　地域科学専攻
年次

平成　　年　　月

推薦理由
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徳島大学大学院総合科学教育部における長期

にわたる教育課程の履修に関する規則

平成２１年４月１日　　

総合科学教育部長制定

（趣旨）

第１条　この規則は，徳島大学大学院学則（以下「学則」

という。）第９条の４第２項の規定に基づき，徳島大学

大学院総合科学教育部（以下「教育部」という。）にお

ける長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修」

という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（資格）

第２条　修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に

教育課程を履修できる者（以下「長期履修学生」とい

う。）は，次の各号の一に該当する者とする。

　⑴　職業を有する者で，かつ，所属長の承諾を得た者

　⑵　その他教育部長が特に必要と認める者

２　前項の規定にかかわらず，在学期間が，博士前期課

程の学生にあっては１年，博士後期課程の学生にあっ

ては２年を超える者は，第５条に定める申請をするこ

とができない。

（長期履修の期間）

第３条　長期履修できる期間は，学則第５条に規定する

在学期間以内とする。

２　長期履修学生が在学中，長期履修学生として認めら

れた期間の変更をする場合は，学長に願い出て，その

許可を得なければならない。

（教育課程の編成）

第４条　長期履修学生に係る教育課程の編成は，教育部

が定めた履修基準を弾力的に運用するものとし，長期

履修学生に限定した教育課程の編成は行わないものと

する。

（申請手続）

第５条　長期履修を希望する者は，所定の申請書を別に

定める期日又は期間内に提出しなければならない。

（審査手続）

第６条　教育部教務・入学試験委員会は，申請書類及び

面談により審査し，その結果を教育部長に報告するも

のとする。

２　教育部長は，教育部教授会の議を経て，学長に申請

するものとする。

（雑則）

第７条　この規則に定めるもののほか，長期履修に関し

必要な事項は，教育部教授会の議を経て教育部長が別

に定める。

　　　附　則

　この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規則は，平成２７年４月１日から施行する。

様式１

長 期 履 修 申 請 書

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　殿

総合科学教育部博士　　課程　　　専攻

学生番号　　　　　　　　　　　　　　

署　　名　　　　　　　　　　　　　　

　下記のとおり長期にわたる教育課程の履修を希望したいので

申請します。

記

修業予定年数　　年　　ヶ月平成　　年　　月修了予定平成　　年　　月入学

申請理由

履修計画

指導教員署名
※勤務先の所属長の承諾書を添付すること。

様式２

長期履修期間短縮申請書

平成　　年　　月　　日

徳島大学長　殿

総合科学教育部博士　　課程　　　専攻

学生番号　　　　　　　　　　　　　　

署　　名　　　　　　　　　　　　　　

　下記のとおり長期にわたる教育課程の履修の期間短縮をした

いので申請します。
記

修業予定年数　　年　　ヶ月平成　　年　　月修了予定平成　　年　　月入学

短縮理由

履修計画

許可済みの長期履修期間

修業予定年数　　年　　ヶ月平成　　年　　月修了予定平成　　年　　月入学

指導教員署名
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徳島大学大学院総合科学教育部における長期

にわたる教育課程の履修に関する規則の申合せ

平成２１年４月１日　　

総合科学教育部長制定

　この申合せは，徳島大学大学院総合科学教育部におけ

る長期にわたる教育課程の履修に関する規則（以下「規

則」という。）第７条の規定に基づき，徳島大学大学院総

合科学教育部（以下「教育部」という。）における長期履

修に関し必要な事項を定めるものとする。

１．規則第５条の「別に定める期日又は期間内」とは，

次の各号のとおりとする。

　⑴　入学時から長期履修を希望する者　入学手続き日

　⑵　在学生　前期から長期履修を希望する者にあって

は，１０月１日から２月末日の期間，後期から長期履

修を希望する者にあっては，４月１日から８月末日

の期間。

２．長期履修学生が規則第３条第２項に規定する期間の

変更を希望する場合，その所属する分野において，原

則として変更する６か月前までに申請書類及び面談に

よる審査を行う。審査については，第３項の規定を準

用する。なお，期間の変更は短縮のみとし，延長につ

いては認めないものとする。

３．規則第６条第１項に規定する審査は，指導教員及び

地域科学専攻の研究指導分野又は臨床心理学専攻の教

育部教務・入学試験委員会委員が行い，結果を教育部

教務・入学試験委員会に報告する。（ただし，両者が同

一の場合は，指導教員及び研究指導分野の他の教員が

行うものとする。）

　　教育部教務・入学試験委員会は，報告に基づき判定

し，その結果を教育部長に報告するものとする。

　　　附　則

　この申合せは，平成２１年４月１日から適用する。

　　　附　則

　この申合せは，平成２６年９月１１日から実施する。 

気象警報が発令された場合の休講措置

 
　台風等により，気象警報が徳島市に発令された場合の

授業の休講措置は，次のとおりとする。

⑴　昼間に開講する授業については，午前７時に「暴風

警報と大雨警報」，「暴風警報と洪水警報」，「大雪警報」

（以下「警報」という。）又は特別警報（波浪特別警報

を除く。以下同じ。）が発令中の場合は，午前の授業を

休講とする。午前１１時に警報又は特別警報が発令中

の場合は，午後の授業を休講とする。

⑵　夜間に開講する授業については，午後４時に警報又

は特別警報が発令中の場合は，すべて授業を休講とす

る。

⑶　授業開始後に警報が発令された場合は，次の時限以

降の授業を休講とする。ただし，特別警報が発表され

た場合は，直ちに休講とする。

⑷　⑴から⑶に定める以外の場合又は特別な事情がある

場合は，総合科学部長が措置を決定する。

⑸　⑴から⑷の措置により休講となった授業は後日に補

講する。

⑹　上記のほか，授業の休講措置に関し必要な事項は，

総合科学部長が別に定める。
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平成２８年度　総合科学教育部学年暦

※（　）の数字は授業回数を示す
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⒂⒃⒃⒂⒂⑿⑿金⑾

１８１７１６１５１４１３１２１８１７１６１５１４１３１２２１２０１９１８１７１６１５
金⒃⒃⒃⑿⒀⒀⑿⑿

２５２４２３２２２１２０１９２５２４２３２２２１２０１９２８２７２６２５２４２３２２
⒀⒁⒁⒀⒀

３１３０２９２８２７２６２２８８２２７７２６３１３０２９
⒁⒁

凡　例
■……春季，夏季，冬季，学年末休業等

■……総括授業・定期試験期間

　　……授業振替日

　　……大学入試センター試験

□……４月６日㈬　入学式

　　　　３月２３日㈭　卒業式・修了式

□……４月６日㈬　オリエンテーション

　　　１０月２８日㈮　大学祭準備のため休業

　　　１０月２９日㈯～１０月３０日㈰　大学祭

　　　１１月２日㈬　開学記念日

　　　　１月１３日㈮　大学入試センター試験場設営のため休業



平成２８（２０１６）年度　総合科学教育部　年間行事予定表

大学への問い合わせ及び緊急連絡先

◯徳島大学総合科学部事務課学務係

ＴＥＬ　０８８－６５６－７１０８
ＦＡＸ　０８８－６５６－９３１４

総合科学部の英語表記の頭文字「IAS」をモチーフに、人と人を
つなぐかたちを描きながら、奥行きのある「諸科学の融合」を

表現したシンボルマーク。「諸科学の融合」は「人と人との和合」

「世界中の人々の融和」につながっていくことに期待を込めて

いる。

前　期（４月１日～９月３０日）

４月５日㈫から４月１日㈮春季休業

４月６日㈬入学式・新入生オリエンテーション

４月11日㈪授業開始

４月22日㈮から４月４日㈪履修登録期間（Web登録期間）

５月６日㈮から４月25日㈪履修登録確認期間（Web修正期間）

５月20日㈮履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

７月４日㈪から７月１日㈮学位論文（博士）提出期間（９月修了）

７月21日㈭から７月１日㈮学位論文（修士）提出期間（９月修了）

８月５日㈮から７月25日㈪総括授業・定期試験期間

８月31日㈬から８月６日㈯夏季休業期間

９月下旬修了式（９月修了）

後　期（１０月１日～３月３１日）

10月３日㈪授業開始

10月７日㈮から９月26日㈪履修登録期間（Web登録期間）

10月24日㈪から10月11日㈫履修登録確認期間（Web修正期間）

10月28日㈮大学祭準備のため休業

10月30日㈰から10月29日㈯大学祭（休業日）

11月１日㈫授業振替日（水曜日）

11月２日㈬開学記念日（休業日）

11月11日㈮履修登録確認期限（履修登録修正願提出期限）

１月７日㈯から12月25日㈰冬季休業期間

１月10日㈫授業振替日（金曜日）

１月13日㈮大学入試センター試験場設営のため休業

２月３日㈮から２月１日㈬学位論文（修士）提出期間（３月修了）

１月19日㈭から１月４日㈬学位論文（博士）提出期間（３月修了）

２月15日㈬授業振替日（金曜日）

２月15日㈬から２月１日㈬総括授業・定期試験期間

３月23日㈭修了式

３月31日㈮から３月25日㈯学年末休業期間



履修の手引
平成２8年度
徳島大学大学院徳島大学大学院
総合科学教育部
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